
『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
二
九
号
抜
刷

　
　
　
　
令
和
五
年
三
月
（
二
〇
二
三
年
）

宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察　

そ
の
（
四
）

　
　

─
明
治
三
三
年
皇
太
子
結
婚
か
ら
見
る
西
欧
化
─

長
佐
古
美
奈
子



【長佐古 口絵１─１】「御爪文匣」
（「皇太子並同妃両殿下御服御調度類図1」宮内公文書館蔵）

【長佐古 口絵２─１】「御服戸棚」
（「皇太子並同妃両殿下御服御調度類図２」宮内公文書館蔵）

【長佐古 口絵４─１】「御菓子器」
（「皇太子並同妃両殿下御服御調度類図４」宮内公文書館蔵）

【長佐古 口絵１─２】「御爪箱」（高松宮家史料No.167-37学習院大学史料館蔵）

【長佐古 口絵２─２】加藤友太郎 上絵付 「御洗面具」
（「皇太子並同妃両殿下御服御調度類図２」宮内公文書館蔵）

【長佐古 口絵４─２】「櫃形鶴松文ボンボニエール」
（勧修寺山階宮家史料 No.169-12-21-26 学習院大学史料館蔵）



【長佐古口絵３】「皇太子婚礼招待状」（山尾家史料 No.200-117 学習院大学史料館蔵）



④
勲
章
（
宝
冠
章
）
を
賜
ふ
の
儀
、
贈
劔
の
儀　

⑤
告
期
の
儀
（
命
告
期
使
・
妃
氏
本

第
の
儀
）
⑥
贈
書
の
儀
（
御
書
使
の
儀
）、「
本
儀
」
⑦
賢
所
・
皇
霊
殿
・
神
殿
に
結
婚

奉
告
（
告
成
婚
）
の
儀　

⑧
妃
氏
入
宮
の
儀
、
皇
太
子
本
宮
参
入
の
儀　

⑨
賢
所
大
前

（
成
婚
礼
）
の
儀　

⑩
皇
霊
殿
・
神
殿
に
謁
す
る
（
拝
礼
）
の
儀　

⑪
参
内
朝
見
（
拝
謁
）

の
儀
、
皇
太
后
に
朝
見
（
行
啓
）
の
儀　

⑫
供
膳
の
儀
、「
後
儀
」
⑬
（
供
）
三
箇
夜

餅
の
儀　

⑭
（
成
婚
後
）
宮
中
饗
宴
の
儀　

⑮
神
宮
・
山
陵
（
神
武
天
皇
山
陵
並
び
に

先
帝
・
先
后
の
山
陵
）
に
謁
す
る
（
行
啓
）
の
儀
で
あ
る（

（
（

。

　

今
稿
で
は
こ
の
皇
太
子
の
婚
姻
儀
礼
の
中
で
、
特
に
⑪
参
内
朝
見
（
拝
謁
）
の
儀
、

⑭
（
成
婚
後
）
宮
中
饗
宴
の
儀
を
中
心
に
、
そ
の
準
備
と
当
日
の
状
況
か
ら
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
と
も
に
西
欧
化
・
近
代
化
が
成
立
し
た
状
況
を
確
認
し
て
い
く
。

　

こ
の
儀
礼
が
ど
れ
だ
け
西
欧
化
・
近
代
化
し
た
か
に
つ
い
て
は
そ
れ
ま
で
の
儀
礼
と

の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
今
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
詳
細
を
記
す
こ
と
は
か
な

わ
な
い
。
一
点
あ
げ
る
と
す
る
と
、
近
世
以
前
の
入
内
の
様
式
を
表
し
て
い
る
と
の
印

象
が
あ
る
雛
人
形
の
「
お
内
裏
さ
ま
と
お
雛
さ
ま
、
二
人
並
ん
で
す
ま
し
顔
」
と
い
う

様
な
、
現
在
の
皇
室
の
結
婚
の
際
に
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
皇
太
子
・
皇
太
子
妃
が

一
般
の
人
前
に
て
並
列
す
る
形
は
、
宮
中
の
婚
姻
で
は
実
際
に
は
あ
り
得
な
い
光
景
で

あ
っ
た（

（
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
皇
太
子
の
結
婚
の
際
に
は
皇
太
子
と
同
妃
は
並
立
し
、
見
た
目
の
立

場
は
同
等
と
な
っ
た
。
儀
式
・
祝
宴
に
際
し
て
は
ほ
ぼ
洋
装
が
用
い
ら
れ
、
二
人
揃
っ

て
同
じ
馬
車
に
乗
り
、
そ
の
様
子
を
一
般
民
衆
が
見
物
し
、
披
露
宴
（
立
食
に
よ
る
宮

中
晩
餐
会
）
も
開
催
さ
れ
る
な
ど
、「
初
め
て
」
尽
く
し
の
結
婚
式
の
様
式
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
結
婚
式
様
式
が
、
そ
の
後
の
一
般
の
日
本
国
民
の
結
婚
式
の
形
態
に
大
き

は
じ
め
に

　

こ
れ
ま
で
三
回
に
わ
た
り（

（
（

、
明
治
維
新
後
の
皇
室
の
西
欧
化
を
総
合
的
に
示
す
場
と

し
て
の
「
宮
中
晩
餐
会
」、
そ
の
成
立
過
程
を
、
宮
殿
や
そ
の
装
飾
品
、
晩
餐
会
の
食

卓
用
品
、
料
理
、
ワ
イ
ン
、
洋
装
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
及
び
天
皇
・
皇
后
が
並
列
に
着
座

す
る
こ
と
、皇
后
の
ふ
る
ま
い
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
か
ら
読
み
解
く
作
業
を
行
っ
て
き
た
。

　

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
の
大
婚
二
五
年
祝
典
の
宮
中
晩
餐
会
で
は
天
皇
は
皇
后

の
手
を
取
り
出
御
し
、さ
ら
に
舞
楽
御
覧
の
際
に
は
天
皇
・
皇
后
は
玉
座
に
並
ん
で
座
っ

た
。
天
皇
は
皇
后
と
同
列
に
座
る
こ
と
を
嫌
悪
し
て
い
た
が
、
並
座
し
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の
様
子
を
「
旧
慣
を
改
め
男
女
同
等
の
風
に
近
づ
か
し
め
ん
と
の
叡

慮
を
表
せ
ら
る
る
」
と
報
道
さ
れ
た
。
天
皇
が
本
心
か
ら
男
女
平
等
を
受
け
入
れ
た
と

は
思
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
西
欧
的
マ
ナ
ー
と
し
て
の
「
レ
デ
ィ
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を

目
に
見
え
る
形
で
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
六
年
後
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
五
月
一
〇
日
に
皇
太
子
嘉
仁
親
王
は
公

爵
九
条
道
孝
の
四
女
節
子
と
結
婚
し
た
。
こ
の
結
婚
式
は
そ
れ
以
前
の
天
皇
や
皇
族
の

結
婚
と
は
大
き
く
変
化
し
た
様
式
で
執
り
行
わ
れ
た
。
所
功
に
よ
れ
ば
、
こ
の
結
婚
式

は
平
安
時
代
以
来
の
宮
廷
公
家
社
会
に
お
け
る
和
風
と
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
武
家
社
会

に
お
け
る
儒
風
と
、近
代
的
な
洋
風
と
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、後
述
す
る
「
皇

室
婚
嫁
令
」
に
て
成
文
化
さ
れ
る
が
、「
前
儀
」・「
本
儀
」・「
後
儀
」
に
分
け
ら
れ
る

と
す
る
。
即
ち
、「
前
儀
」
①
賢
所
・
皇
霊
殿
・
神
殿
に
成
約
奉
告
の
儀　

②
神
宮
・

山
陵
に
勅
使
発
遣
の
儀
、
奉
幣
の
儀　

③
納
采
の
儀
（
命
納
采
使
・
妃
氏
本
第
の
儀
）

宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察
　
そ
の
（
四
）

　
─
明
治
三
三
年
皇
太
子
結
婚
か
ら
見
る
西
欧
化
─

	

長
佐
古
美
奈
子
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宮中晩餐会の歴史的考察その（四）　─明治三三年皇太子結婚から見る西欧化─



細
な
論
稿
で
あ
り
枢
要
な
も
の
で
あ
る
。

　

前
述
の
通
り
こ
の
婚
礼
の
儀
式
は
前
例
に
な
い
様
式
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
式
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ま
で
の
皇
室
の
儀
礼
様
式
の
他
、
西
欧
各
王
家
の
結
婚
儀
礼
の
様
式
が
調

査
さ
れ
た（
（1
（

。
八
月
二
一
日
の
皇
太
子
妃
の
内
定
と
同
時
に
帝
室
制
度
調
査
局
が
設
け
ら

れ
成
婚
の
儀
制
に
つ
い
て
総
裁
伊
藤
博
文
に
草
案
作
成
が
命
じ
ら
れ
た
。
結
婚
約
半
月

前
の
翌
三
三
年
四
月
二
五
日
に
至
り
「
皇
室
婚
嫁
令
」
が
制
定
さ
れ
、
具
体
的
な
式
の

進
め
方
は
附
式
に
よ
り
規
定
さ
れ
た（
（1
（

。

　

そ
の
内
容
は
前
述
し
た
「
賢
所
告
成
約
ノ
儀
」「
皇
霊
殿
告
成
約
ノ
儀
」「
神
殿
告
成

約
ノ
儀
」「
神
宮
山
陵
奉
幣
ノ
儀
」「
命
納
采
使
ノ
儀
」「
妃
氏
本
第
ノ
儀
」「
賜
宝
冠
章

並
御
剣
ノ
儀
」「
命
告
期
使
ノ
儀
」「
御
書
使
ノ
儀
」「
賢
所
告
成
婚
ノ
儀
」「
皇
霊
殿
告

成
婚
ノ
儀
」「
神
殿
告
成
婚
ノ
儀
」「
皇
太
子
参
内
ノ
儀
」「
妃
氏
参
内
ノ
儀
」「
賢
所
大

前
成
婚
ノ
儀
」「
皇
霊
殿
拝
礼
ノ
儀
」「
神
殿
拝
礼
ノ
儀
」「
参
内
拝
謁
ノ
儀
」「
皇
太
后

本
宮
行
啓
ノ
儀
」「
太
皇
太
后
本
宮
行
啓
ノ
儀
」「
本
宮
供
膳
ノ
儀
」「
供
三
箇
夜
餅
ノ
儀
」

「
成
婚
後
宮
中
饗
宴
ノ
儀
」「
神
宮
山
陵
行
啓
ノ
儀
」
で
あ
る
。

　

こ
の
一
連
の
儀
式
中
、宮
中
三
殿
で
の
儀
式
を
除
く
ほ
ぼ
す
べ
て
に
お
い
て
皇
太
子
・

皇
太
子
妃
と
も
に
洋
装
で
臨
む
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
礼
式

の
婦
人
服
制
が
制
定
さ
れ
、翌
年
に
は
皇
后
に
よ
り
「
婦
女
服
制
に
つ
い
て
の
思
召
書
」

が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
々
稿
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る（
（1
（

。
こ
れ
に
則
れ
ば
当
然
皇
太

子
妃
の
服
制
は
洋
装
と
な
る
。
こ
の
「
洋
装
」
で
臨
む
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
ド
レ
ス

を
着
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
部
分
で
洋
装
に
相
応
し
い
設
え
・
調

度
・
振
舞
い
も
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
─
二
、
婚
礼
道
具
の
西
欧
化

　

明
治
三
三
年
四
月
二
五
日
の
「
皇
室
婚
嫁
令
」
成
立
以
前
よ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
こ
の
新
し
い
皇
室
の
結
婚
式
の
形
の
具
体
的
な
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
何
度
も
検

討
が
重
ね
ら
れ
調
整
変
更
さ
れ
て
い
た
。

　

皇
后
宮
大
夫
で
あ
っ
た
香
川
敬
三
は
、
正
式
に
皇
太
子
妃
治
定
と
な
っ
た
明
治
三
三

年
二
月
一
一
日
同
日
に
東
宮
御
婚
儀
御
用
掛
長
を
仰
付
ら
れ
た
。
ま
た
明
治
二
三
年

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
皇
太
子
・
同
妃
の
結
婚
、
宮
中
晩

餐
会
の
諸
様
式
、
そ
れ
以
前
の
結
婚
に
関
わ
る
一
連
の
準
備
な
ど
を
経
て
、
次
代
の
天

皇
と
な
る
皇
太
子
と
同
妃
に
お
い
て
は
ハ
ー
ド
面
か
ら
も
ソ
フ
ト
面
か
ら
も
近
代
化
が

身
に
つ
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

今
稿
も
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（C

）「
近
代
皇
室
の
総
合
的
西
欧
化
過

程
研
究
─
美
術
工
芸
品
と
文
書
史
料
双
方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
─
」（
課
題
番
号

20K
00175

）
に
お
い
て
研
究
対
象
と
し
て
い
る
学
習
院
大
学
文
学
部
史
学
科
所
蔵
香

川
家
史
料
（
香
川
敬
三
・
志
保
子
父
娘
関
係
史
料
）
を
中
心
に
使
用
し
た（

（
（

。
同
史
料
の

整
理
・
調
査
に
つ
い
て
は
上
野
秀
治
、
石
井
裕
、
梅
田
優
歩
に
研
究
協
力
を
依
頼
し
、

今
年
度
は
二
回
の
研
究
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
成
果
と
し
、本
紀
要
紙
上
に
お
い
て
は
、

石
井
裕
が
「
宮
内
省
時
代
の
香
川
志
保
子（

（
（

」
に
お
い
て
皇
太
子
妃
の
洋
装
に
つ
い
て
詳

細
に
分
析
し
て
い
る
。
同
じ
く
香
川
家
史
料
を
使
用
し
た
研
究
成
果
と
し
て
上
野
秀
治

は
引
き
続
き
「
欧
州
留
学
中
の
香
川
志
保
子
宛　

父
香
川
敬
三
書
簡
（
四（

（
（

）」
の
翻
刻

を
掲
載
し
て
い
る
。
上
記
を
合
わ
せ
て
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
史
料
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
諸
外
国
名
表
記
は

適
宜
略
し
て
記
述
し
た
部
分
が
あ
る
こ
と
を
ご
容
赦
い
だ
き
た
い
。
ま
た
、
旧
字
を
適

宜
新
字
に
変
換
し
て
記
し
た
。

一
、
明
治
三
三
年
皇
太
子
の
成
婚

　

一
─
一
、
結
婚
以
前
の
状
況

　

明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
八
月
二
一
日
、
公
爵
九
条
道
孝
の
四
女
節
子
が
皇
太
子

妃
に
内
定
し
た
。
こ
の
内
定
に
至
る
ま
で
の
状
況
に
つ
い
て
は
『
明
治
天
皇
紀
』『
昭

憲
皇
太
后
実
録
』『
大
正
天
皇
実
録
』
な
ど
に
よ
り
経
緯
が
確
認
で
き
る（

（
（

。
ま
た
内
定

以
前
の
皇
太
子
妃
の
選
定
状
況
に
つ
い
て
は
、
上
野
秀
治
の
「
明
治
期
に
お
け
る
東
宮

妃
選
定
問
題
」、「
続
・
明
治
期
に
お
け
る
東
宮
妃
選
定
問
題（

（
（

」
が
香
川
家
史
料
中
の
徳

大
寺
実
則
と
香
川
敬
三
間
の
書
簡
、
九
条
通
孝
と
香
川
敬
三
間
の
書
簡（

（
（

を
使
用
し
た
詳
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両
陛
下
御
対
面（
凡
一
時
間
）

之
事

　
　

但　

　
　

皇
后
陛
下
御
服
ハ
中
礼
服

　
　

皇
太
子
妃
殿
下
御
服
ハ
大
礼
服
中
礼
服

　
　

何
レ
ノ
方
哉

　

�

同
日
午
後
四
時　
　
　

（
各
国
公
使
公
使
館
員

　

�

鳳
凰
間
ニ
於
テ
皇
族
及
大
臣
幷
ニ
同

　

礼
遇
者
各
国
公
使
同
館
員
ノ

　

拝
賀（
凡
三
十
分
）

ヲ
被
為
受
候
事

　

同
日
午
後
五
時

　

正
殿
ニ
於
テ
親
任
官
勅
任
官
其
他
等

　

列
立

　

臨
御
拝
賀
ヲ
被
為
受
候
事
（
凡
十
分
）

　
　

但　

　
　

妃
殿
下
御
服
ハ
中
礼
服

　

右
了
テ
千
種
間
へ

　

臨臨
御
祝
宴
ノ
事
凡
二
十
分
間
ニ
テ

御
各
国
公
使
等
ノ
拝
賀
被
為

　

受
引
続
立
食
之
事
有
之

　

入
御

　
　
　
　
午
後
六
時
宮
城

　

両引
続
キ殿下

便
宜
東
宮
御
所
へ　

還
御

　

之
事

（
一
八
九
〇
）
よ
り
皇
后
宮
職
御
用
掛
と
な
っ
て
い
た
志
保
子
も
同
年
四
月
一
〇
日
に

御
慶
事
掛
を
、
五
月
八
日
に
は
東
宮
職
兼
務
（
東
宮
職
御
用
掛
）
を
拝
命
し
て
い
る（
（1
（

。

し
か
し
、
敬
三
・
志
保
子
父
娘
は
婚
姻
の
準
備
、
特
に
皇
室
の
婚
礼
と
し
て
は
初
め
て

加
わ
っ
た
洋
装
服
制
と
そ
れ
に
関
連
す
る
調
度
類
な
ど
の
準
備
に
明
治
三
二
年
八
月

二
一
日
の
皇
太
子
妃
内
定
期
よ
り
関
わ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
皇
太
子
妃
内
定
直
後
の
八

月
三
〇
日
に
九
条
道
孝
は
「
志
保
子
殿
ニ
ハ
御
世
話
相
成
候
」
と
志
保
子
に
世
話
に
な

る
旨
を
記
し
て
お
り（
（1
（

、
敬
三
・
志
保
子
は
い
わ
ば
こ
の
結
婚
式
の
西
欧
化
部
分
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う（
（1
（

。

　

香
川
家
史
料
中
に
か
な
り
早
い
段
階
で
の
式
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
服
制
が
記
さ

れ
た
史
料
が
残
る（
（1
（

。

【
史
料
１
】

　

御
当
日
午
前
八
時
御
出
門

　　

皇同
三
十
分
便
殿
御
着

太
子
殿
下

　

妃
殿
下

　

賢
所
御
拝
御
神
酒
御
頂
戴
（
三
十
分
）

　

御十
時
賢
所
御
退
出

済
御
直
東
宮
御
所
へ
被
為
成

　

候
事

　
　

但　

妃
殿
下
御
服
ハ
御
参 

還
御
ノ
節
ハ

　
　

五大
礼
服

ツ
衣
之
事

　

同
日　

午
後
二
時
御
出
門
（
御
途
中
三
十
分
）

　

皇
太
子
殿
下

　

妃
殿
下
御
参
内

入
リ
節
ハ
五
ツ
衣
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ト
・
バ
ー
ド
商
会
は
横
浜
山
下
町
八
五
番
地
に
あ
っ
た
婦
人
洋
装
店
で
あ
る
。
明
治
五

年
（
一
八
七
二
）
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
刑
務
所
看
守
で
あ
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン

ト
の
夫
人
が
創
業
し
、
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
頃
か
ら
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
バ
ー
ド

商
会
と
改
称
し
た
。
パ
リ
の
「
マ
ダ
ム
・
ド
ゥ
モ
レ
ス
ト
」
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
有
名

店
の
日
本
向
け
デ
ザ
イ
ン
の
特
約
店
と
な
り
、
新
モ
ー
ド
を
輸
入
す
る
最
も
著
名
な
洋

装
店
で
あ
っ
た（
（2
（

。

　

洋
装
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
調
度
類
の
準
備
も
行
わ
れ
た
。婚
礼
道
具
に
つ
い
て
は「
御

慶
事
ニ
付
九
条
家
ヨ
リ
御
依
頼
ニ
関
ス
ル
書
類
」
に
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。
こ
れ

に
よ
れ
ば
節
子
妃
の
婚
姻
に
際
し
て
の
嫁
入
り
道
具
立
は
「
御
重
唐
戸
」「
黒
塗
御
長

持
」「
桐
御
箪
笥
」「
御
仕
舞
戸
棚
」「
御
衣
桁
」「
桑
三
重
御
棚
」「
御
小
箪
笥
」「
御
書
棚
」

「
御
机
」「
御
脇
息
」「
御
硯
箱
」「
御
鏡
建
」「
御
櫛
台
」
と
付
属
品
、「
御
鬢
台
」
と
そ

れ
に
伴
う
附
属
品
、「
御
鼻
紙
台
」「
柄
付
御
鏡
」「
御
櫛
帖
紙
」「
御
毛
垂
箱
」「
御
鬢
立
」

「
御
鏡
掛
」「
御
鬢
台
掛
」「
御
花
文
鎮
」「
御
旅
持
御
化
粧
道
具
」「
黒
塗
御
手
拭
掛
」「
黒

塗
御
耳
盥
」「
黒
塗
御
湯
桶
」「
黒
塗
御
角
盥
」「
黒
塗
御
楾
」「
御
仕
舞
用
毛
氈
」「
御

手
焙
」「
御
楊
枝
箱
」「
御
曲
盥
」「
御
湯
桶
」「
御
掛
小
水
湯
桶
」「
御
嗽
茶
碗
」「
御
嗽

茶
碗
台
及
蓋
」「
塵
箱
」「
御
炭
計
」「
御
広
蓋
」「
御
懐
紙
文
匣
」「
御
色
紙
文
匣
」「
御

短
冊
文
匣
」「
御
爪
文
匣
」
と
付
属
品
、「
御
飾
物
入
文
匣
」「
白
絹
御
褥
」「
御
服
焙
」
と
、

さ
ら
に
小
屏
風
類
が
九
条
家
の
依
頼
品
と
し
て
調
度
局
よ
り
発
注
さ
れ
た
。
こ
の
伝
統

的
と
も
み
え
る
調
度
類
の
準
備
に
は
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
一
つ
は
貝
桶
や
鉄
漿
道

具
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
貝
桶
と
は
貝
覆
い
（
貝
合
わ
せ
）
を
入
れ
る
桶
で

あ
る
。
貝
は
対
と
な
る
貝
以
外
と
は
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
か
ら
夫
婦

和
合
の
象
徴
と
な
り
、
貝
桶
は
婚
礼
調
度
の
中
で
も
最
も
重
要
と
さ
れ
た
。
平
安
神
宮

の
英
照
皇
太
后
所
用
品
に
も
九
条
家
下
り
藤
紋
を
配
し
た
貝
桶
が
遺
る（
（2
（

。
ま
た
鉄
漿
道

具
も
見
当
た
ら
ず
、そ
れ
を
飾
る
黒
棚
を
は
じ
め
と
す
る
三
棚
も
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。

皇
后
の
鉄
漿
と
黛
の
使
用
は
す
で
に
明
治
六
年
三
月
二
日
に
撤
廃
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら（
（2
（

、
節
子
妃
の
婚
礼
道
具
に
こ
れ
ら
は
用
意
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
御

爪
文
匣
」【
長
佐
古
口
絵
１
─
１
】
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。「
御
爪
箱
」
は

新
年
一
月
七
日
に
初
め
て
爪
を
切
る
際
に
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
皇
室
で

は
幼
年
期
の
み
の
風
習
と
な
っ
て
い
る（
（2
（

。
し
か
し
、
江
戸
中
期
に
有
栖
川
宮
よ
り
徳
川

　

右
御
式
夜
ニ
掛
ラ
サ
ル
内
ニ
被
為

　

済
候
事

　

同
じ
く
香
川
家
史
料
中
に
は
青
焼
き
印
刷
の
明
治
三
二
年
九
月
八
日
調
「
皇
太
子
殿

下
御
婚
儀
ニ
関
ス
ル
次
第
取
調
案（
（1
（

」
が
存
在
す
る
が
、【
史
料
１
】
は
内
容
よ
り
そ
れ

以
前
の
案
で
八
月
二
一
日
の
内
定
直
後
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。【
史
料
１
】
に
は
服

制
や
宴
会
部
分
に
は
取
り
消
し
線
が
あ
り
、
こ
の
時
点
で
皇
太
子
妃
の
賢
所
御
拝
後
の

服
制
が
五
衣
を
取
り
消
し
大
礼
服
に
変
更
に
な
っ
て
い
る
。そ
の
他
の
儀
式
も
大
礼
服
・

中
礼
服
着
用
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
す
で
に
「
洋
装
」
が
儀
式
に
取
り
入
ら
れ

る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
決
定
し
て
い
た
。

　

翌
三
三
年
二
月
一
一
日
に
は
九
条
節
子
は
正
式
に
皇
太
子
妃
治
定
と
な
っ
た
。
結
婚

前
日
の
同
年
五
月
九
日
に
は
宝
冠
章（
（1
（

が
御
書
、
御
剣
と
共
に
九
条
邸
に
届
け
ら
れ
た
。

御
書
、
御
剣
は
東
宮
よ
り
の
下
賜
品
で
あ
る
が
、
宝
冠
章
は
皇
后
か
ら
の
親
授
で
あ
り
、

皇
后
宮
大
夫
の
香
川
敬
三
が
皇
后
の
命
を
受
け
て
勲
一
等
宝
冠
章
受
章
を
伝
え
た（
（1
（

。
こ

の
宝
冠
章
を
佩
用
す
る
た
め
に
は
服
に
糸
カ
ガ
リ
が
必
要
で
、
準
備
さ
れ
た
皇
太
子
妃

の
大
礼
服
に
は
糸
カ
ガ
リ
が
付
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（
（2
（

。

　

洋
装
、
特
に
礼
服
の
制
作
に
は
時
間
を
要
す
る
。
そ
の
た
め
着
々
と
準
備
が
な
さ
れ

た（
（2
（

。
ま
た
洋
装
を
着
用
す
る
た
め
に
は
当
然
洋
装
用
の
小
物
や
下
着
の
用
意
も
必
要

と
な
る
。「
皇
太
子
妃
殿
下
御
洋
服　

下
着
類
並
附
属
品
」
と
し
て
用
意
さ
れ
た
の
は

「
付
属
品
ト
ハ
襟
巻
、
手
袋
、
マ
フ
、
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
、
コ
ー
セ
ッ
ト
、
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
、
靴
等
ノ
類
」
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
「
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
、
コ
ー
セ
ッ
ト
、
絹
紐
、

手
袋
、
革
手
袋
、
半
手
袋
、
長
手
袋
、
帽
子
、
同
ピ
ン
、
黒
靴
下
、
縫
入
靴
下
、
靴
下

留
め
、
肉
襦
袢
、
同
上
等
、
時
色
羽
根
飾
、
白
ベ
ー
ル
、
白
茶
ベ
ー
ル
、
時
色
繻
子
、

ク
リ
ー
ム
レ
ー
ス
、
下
衣
シ
ミ
ス
、
同
ペ
チ
コ
ー
ト
、
同
ド
ロ
ー
ス
、
同
フ
ラ
ン
ネ
ル

下
衣
、
ゴ
ム
皮
上
靴
、
光
皮
飾
付
上
靴
な
ど
や
脇
当
、
鯨
」
な
ど
の
コ
ル
セ
ッ
ト
類
、

「
海
豹
皮
暖
手
套
、
白
駝
鳥
羽
飾
、
涼
傘
、
蝙
蝠
傘
、
各
種
レ
ー
ス
類
」
ま
で
様
々
な

も
の
が
用
意
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。
こ
の
中
の
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
類
を
調
達
し
た
の
は
明
治
二
〇

年
の
皇
后
最
初
の
大
礼
服
を
日
本
で
準
備
し
、
今
回
の
ド
レ
ス
調
達
に
も
関
わ
っ
た
大

島
万
吉（
（2
（

で
、
靴
や
靴
下
は
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
バ
ー
ド
商
会
が
納
入
し
た
。
ヴ
ィ
ン
セ
ン
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な
っ
た
。
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
に
は
ワ
グ
ネ
ル
の
指
導
の
も
と
牛
込
区
新
小
川

町
に
窯
を
築
き
「
友
玉
園
」
と
し
て
制
作
を
開
始
し
た
。
東
京
焼
の
名
工
と
し
て
名
高

い
人
物
で
あ
る（
（3
（

。

　

こ
の
よ
う
に
調
度
類
の
準
備
が
進
む
中
、
婚
礼
当
日
の
詳
細
な
予
定
も
決
定
し
た
。

【
史
料
１
】と
比
す
る
と
出
門
の
時
間
は
三
十
分
繰
上
げ
ら
れ
、皇
太
子
は
黄
丹
袍
束
帯
、

皇
太
子
妃
は
五
衣
に
て
東
宮
御
所
と
九
条
家
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
皇
居
内
賢
所
へ
向
か
う
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
際
九
条
家
よ
り
皇
居
に
向
か
う
の
は
こ
れ
ま
で
の
入
内
で
使
用
さ

れ
た
輿
で
は
な
く
馬
車
で
あ
っ
た（
（3
（

。
馬
車
の
御
者
も
一
〇
八
七
円
六
三
銭
七
厘
を
か
け

て
新
調
さ
れ
た
大
礼
服
を
着
用
し
た（
（3
（

。
ま
た
陪
乗
す
る
女
官
の
服
装
は
妃
に
倣
い
袿
袴

で
あ
っ
た
が
、
別
馬
車
に
乗
る
供
奉
女
官
は
そ
の
後
の
儀
式
に
備
え
「
大
礼
服　

マ
ン

ト
・
ド
・
ク
ー
ル
」
を
着
装
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
香
川
敬
三
は
こ
の
供
奉
女
官

に
つ
い
て
、
萬
里
小
路
幸
子
は
じ
め
御
婚
儀
掛
の
女
官
が
大
礼
服
を
新
調
す
る
に
は
費

用
が
か
か
る
た
め
大
礼
服
着
用
女
官
に
香
川
志
保
子
を
加
え
る
の
は
ど
う
か
と
推
薦
し

て
い
る（
（3
（

。

二
、
結
婚
式
当
日

　

二
─
一
、
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

明
治
三
三
年
五
月
一
〇
日
の
成
婚
当
日
の
最
終
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下
の
よ
う

に
決
定
し
た（
（3
（

。

【
史
料
２
】

　

皇
太
子
殿
下
御
婚
礼
御
当
日
御
式
時
間
割

　

御
当
日
午
前
七
時
三
十
分
御
出
門
（
御
途
中
凡
三
十
分
）

　
　

但　

妃
殿
下
御
服
五
ツ
衣
之
事

　

賢
所
便
殿
着
御

　

皇
太
子
殿
下

第
一
二
代
将
軍
家
慶
に
嫁
い
だ
浄
観
院
の
墓
所
に
は
、
恐
ら
く
一
生
分
と
追
わ
れ
る
切

り
爪
が
紅
と
共
に
埋
葬
さ
れ
て
お
り
、「
御
爪
箱
」
の
使
用
は
生
涯
に
渡
る
も
の
と
も

推
測
さ
れ
た（
（2
（

。
節
子
妃
の
道
具
立
は
一
六
歳
で
あ
っ
て
も
「
御
爪
箱
」
が
あ
り
、
ま
た

今
後
も
使
用
す
る
た
め
に
用
意
さ
れ
た
と
い
う
証
左
に
な
ろ
う
。

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
調
度
と
共
に
「
御
服
戸
棚
」【
長
佐
古
口
絵
２
─
１
】「
御
姿
見

鏡
」「
御
服
箪
笥
」「
御
卓
子
」「
御
椅
子
」「
御
化
粧
台
」「
御
洗
面
台
」「
御
便
器
入
」

「
御
手
拭
掛
」「
御
高
机
」「
御
書
房
椅
子
」「
御
傘
入
箱
」「
御
靴
入
箱
」「
御
紋
彫
象
牙

製
髪
ブ
ラ
シ
」「
御
紋
彫
象
牙
製
天
鵞
絨
ブ
ラ
シ
」「
御
洗
面
具
」
な
ど
の
洋
風
家
具
類

も
誂
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
洋
風
家
具
類
を
調
達
し
た
の
は
杉
田
幸
五
郎
で
あ
る
。
後
に
「
洋
家
具
業
の
始

祖
」
と
い
わ
れ
る
杉
田
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
京
橋
区
築
地
で
杉
田
商
店
（
杉

田
屋
）
を
創
業
し
家
具
の
修
理
や
製
作
を
始
め
た
人
物
で
あ
る（
（3
（

。「
御
紋
彫
象
牙
製
髪

ブ
ラ
シ
」
な
ど
の
ブ
ラ
シ
類
は
関
西
貿
易
合
資
会
社
が
納
入
し
て
い
る
。
関
西
貿
易
合

資
会
社
は
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
、
上
野
栄
三
郎
が
浜
岡
光
哲
、
中
村
栄
助
ら

と
設
立
し
た
会
社
で
、
織
物
、
陶
磁
器
な
ど
京
都
の
特
産
品
を
輸
出
す
る
目
的
で
設
立

さ
れ
た
。
本
店
は
京
都
で
支
店
は
大
阪
・
東
京
・
名
古
屋
を
は
じ
め
、
上
海
・
ロ
ン
ド

ン
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
海
外
に
も
置
か
れ
た（
（3
（

。

　
「
御
洗
面
具
」
に
つ
い
て
は
そ
の
内
訳
が
「
洗
面
鉢
、
水
指
、
楊
枝
入
、
石
鹸
入
、

海
綿
入
、
湯
注
、
便
器
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
調
達
し
た

の
は
宮
内
省
の
用
度
、
調
度
類
の
調
達
業
者
と
し
て
頻
繁
に
「
御
用
度
録
」
な
ど
の
公

文
記
録
に
登
場
す
る
小
筆
善
大
夫（
（3
（

で
あ
る
。
小
筆
自
体
は
調
達
業
者
で
あ
り
、
実
際
の

製
作
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
職
人
が
担
っ
て
い
た
。
高
橋
玉
淵
、
小
島
景
信
画
に
よ
る

「
皇
太
子
並
同
妃
両
殿
下
御
服
御
調
度
類
図　

皇
太
子
妃
殿
下
御
道
具（
（3
（

」
に
よ
れ
ば
、

小
筆
善
大
夫
が
一
五
六
円
で
納
入
し
た
「
御
洗
面
具
」
は
陶
磁
器
製
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
さ
ら
に
こ
の
洗
面
道
具
は
「
京
都
ニ
而
焼
立
」
し
、
そ
の
後
「
牛
込
区
新
小

川
町
加
藤
友
太
郎
」
に
上
絵
付
を
依
頼
し
た
製
品
で
あ
っ
た
【
長
佐
古
口
絵
２
─
２（
（3
（

】。

加
藤
友
太
郎
は
瀬
戸
出
身
で
、
同
郷
の
井
上
良
斎
を
頼
っ
て
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）

に
上
京
し
、
翌
年
に
は
内
務
省
勧
業
寮
で
納
富
介
次
郎
や
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ワ
グ
ネ

ル
か
ら
製
陶
技
術
を
学
び
、
納
富
ら
に
よ
る
江
戸
川
製
陶
所
設
立
の
後
は
工
場
長
と
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妃
殿
下

　

賢
所
御
拝
時
間
（
凡
三
十
分
）

　

同
午
前
九
時

　

賢
所
御
退
出
御
参
内

　

妃
殿
下
葡
萄
ノ
間
ニ
於
テ
御
髪
直
シ
大
礼
服
ニ
御
召
替
ノ
事
（
此
間
凡
一
時
間
余
）

　

両
陛
下
へ
御
対
面
之
事
（
凡
三
十
分
）

　
　

但　

皇
后
陛
下
御
服
ハ
中
礼
服
之
事

　

同
午
前
十
一
時

　

宮
城
御
出
門
東
宮
御
所
へ
還
御
之
事

　

同
午
後
三
時
二
十
分

　

両
殿
下
東
宮
御
所
御
出
門
御
参
内
之
事

　

同
午
後
四
時
三
十
分

　

�

鳳
凰
ノ
間
ニ
於
テ
皇
族
及
大
臣
並
ニ
同
礼
遇
者
各
国
公
使
同
館
員
ノ
拝
賀
（
両
陛
下
ヨ

リ
各
国
公
使
並
ニ
同
夫
人
ヘ
ハ
御
握
手
御
詞
ノ
事
）
ヲ
被
為
受
（
凡
三
十
分
）
候
事

　
　

但　

皇
后
陛
下
妃
殿
下
御
服
ハ
中
礼
服
之
事

　

同
午
後
五
時
二
十
分

　

正
殿
ニ
於
テ
親
任
官
其
他
等
列
立
臨
御
拝
賀
（
凡
十
分
）
被
為
受
候
事

　
　

但　

一
応
入
御

　

同
午
後
凡
六
時

　

千
種
ノ
間
へ

　

臨
御
御
祝
宴
（
立
食
）（
凡
二
十
分
）

　

入
御
ノ
節
各
国
公
使
へ
御
挨
拶
之
事

　

引
続
キ

　

両
殿
下
東
宮
御
所
へ　

還
御
之
事

　

右
御
式
夜
ニ
掛
ラ
サ
ル
内
ニ
被
為
済
候
事

　
（
備
考
）

　

右
伺
済
二
付
之
ヲ
骨
子
ト
シ
テ
御
当
日
ノ
御
式
次
第
ヲ
取
調
裁
可
ヲ
得
タ
リ

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
「
裁
可
ヲ
得
タ
」
骨
子
で
あ
り
、
当
日
の
行

動
は
更
に
詳
細
を
極
め
る
。
そ
の
す
べ
て
を
記
す
こ
と
は
紙
幅
の
関
係
上
か
な
わ
な
い

が
、
そ
の
い
く
つ
か
を
各
種
史
料
よ
り
記
し
て
お
く（
（4
（

。

　

ま
ず
、
当
日
朝
の
赤
坂
九
条
家
の
様
子
で
あ
る
が
、
こ
の
日
の
馬
車
乗
り
入
れ
の
た

め
に
新
た
に
増
築
さ
れ
た
御
車
寄
に
は
雲
鶴
模
様
紅
白
緞
子
の
幔
幕
が
張
ら
れ
、「
御

玄
関
内
な
る
見
苦
し
き
箇
所
ニ
ハ
鯨
幕
を
引
き
回
し
」
た
と
い
う
。
そ
こ
に
到
着
し
た

馬
車
の
様
相
は
「
横
二
面
に
硝
子
を
は
り
て
総
体
清
黒
色
に
塗
り
扉
に
金
菊
章
の
御
紋

を
う
ち
、
内
部
ハ
金
入
り
七し

ち

ん
絲
緞
の
菊
唐
草
に
て
張
り
つ
め
上
部
に
白
綾
の
帷
を
垂
れ

周
囲
の
金
色
目
も
ま
ば
ゆ
し
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
馬
車
に
て
七
時
に
到
着
し
た
高
辻
修

長
東
宮
侍
従
長
を
迎
え
た
九
条
道
孝
は
「
三
献
の
乾
杯
に
倣
ひ
」、
シ
ャ
ン
パ
ン
と
洋

食
で
饗
応
し
た（
（4
（

。
九
条
家
よ
り
賢
所
ま
で
の
馬
車
車
列
で
は
皇
太
子
妃
の
乗
る
儀
装
馬

車
に
同
乗
し
た
の
は
女
官
吉
見
光
子
の
み
で
、
そ
れ
に
次
ぐ
馬
車
に
山
川
操
と
香
川
志

保
子
が
洋
装
に
て
乗
車
し
賢
所
へ
向
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
馬
車
」
と
い
う
ア
イ
テ

ム
の
登
場
に
関
わ
る
も
の
だ
け
で
も
す
べ
て
が
新
尽
く
し
で
あ
っ
た
。

　

賢
所
で
の
式
の
後
、
皇
太
子
は
宮
殿
葡
萄
一
の
間
で
、
皇
太
子
妃
は
西
一
の
間
で
そ

れ
ぞ
れ
洋
装
に
着
替
え
、
そ
の
後
鳳
凰
ノ
間
に
て
天
皇
・
皇
后
よ
り
御
盃
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
一
旦
東
宮
御
所
へ
還
御
と
な
っ
た
。

　

こ
の
皇
太
子
・
皇
太
子
妃
の
鹵
簿
を
撮
影
し
た
い
と
横
浜
一
九
八
番
館
居
住
の
独
逸

人
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ト
マ
ン
よ
り
喜
賓
会
を
通
じ
て
願
出
が
あ
っ
た（
（4
（

。
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ト

マ
ン
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
喜
賓
会
と
は
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
渋
沢
栄
一
、

益
田
孝
ら
が
発
起
人
と
な
り
設
立
さ
れ
た
日
本
で
最
初
の
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
の
た

め
の
組
織
で
あ
る
。
喜
賓
会
は
旅
行
案
内
書
の
発
行
、
同
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
の
内
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昇
殿
証
の
地
色
は
紫
、
伯
子
男
爵
等
は
昇
殿
証
の
地
色
は
浅
黄
、
奏
任
官
は
地
色
赤
と

差
が
あ
り
、
当
然
、
そ
の
後
の
賜
宴
の
場
所
も
異
な
っ
た（
（5
（

。【
長
佐
古
口
絵
３（
（5
（

】

　

二
─
二
、
当
日
の
祝
宴

　

拝
賀
に
招
か
れ
た
人
々
の
う
ち
各
国
公
使
の
賜
餞
は
豊
明
殿
、
大
臣
以
上
の
賜
餞
は

千
種
の
間
、
親
任
官
の
賜
餞
は
豊
明
殿
、
奏
任
官
の
賜
餞
は
東
溜
ノ
間
と
そ
れ
ぞ
れ
の

場
で
祝
宴
陪
食
の
栄
を
得
た（
（5
（

。
そ
し
て
こ
の
祝
宴
は
立
食
で
行
わ
れ
た（
（5
（

。
当
初
三
月
九

日
の
段
階
で
は
、
午
後
六
時
三
十
分
開
始
の
正
餐
会
と
な
る
予
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
日

徳
大
寺
實
則
が
香
川
敬
三
に
あ
て
た
手
紙
で
、
な
る
べ
く
早
く
東
宮
御
所
へ
還
御
す
る

た
め
に
、
立
食
か
酒
の
ふ
る
ま
い
だ
け
に
す
る
か
を
会
議
に
て
話
を
し
て
欲
し
い
と
相

談
を
も
ち
か
け
て
い
る（
（5
（

。

　

さ
ら
に
そ
れ
以
前
、
内
定
直
後
と
思
れ
る
史
料
で
は
、
祝
宴
は
三
日
間
に
渡
り
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た（
（5
（

。

【
史
料
３
】

　
　

皇
太
子
殿
下
御
婚
儀
ニ
関
ス
ル
次
第
取
調
案

　
　
（
前
略
）

　
　

一　

御
祝
宴
ノ
事

　
　
　
　
　

当
夜日（
赤
字
）

　
　
　
　
　
　

宮
中
御
内
宴
×当

初
千
種
間
ニ
於
テ（
赤
字
）�

 

被
為
召
ヘ
キ
人
員
中
ヘ
御
里
方
ヲ

加
ヘ
ラ
ル
ゝ
事

　
　
　
　
　
　
　
　

着
服　
文
官
ハ
小
礼
服
武
官
ハ
其
相
当
服

婦
人
ハ
ロ
ブ
・
ミ
・
デ
コ
ル
テ
ー

　
　
　
　
　

第
二
日

　
　
　
　
　
　

御
祝
宴　

豊
明
殿
ニ
於
テ
御
晩
餐

　
　
　

　
　
　
　

着
服　

文
官
大
礼
服
白
袴
武
官
ハ
其
相
当
服 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

婦
人
ハ
ロ
ブ
・
デ
コ
ル
テ
ー

国
勧
業
博
覧
会
に
来
日
し
た
外
国
人
の
接
遇
、
優
良
ガ
イ
ド
へ
の
監
督
証
や
徽
章
交
付

な
ど
な
ど
を
行
っ
た
。
そ
の
後
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
設
立
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー

リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
事
業
を
引
き
継
ぐ
形
で
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
解
散
し

た
我
が
国
の
旅
行
会
社
の
草
分
け
で
あ
る
。
喜
賓
会
初
代
会
長
は
貴
族
院
議
長
も
務
め

た
蜂
須
賀
茂
韶
で
あ
っ
た（
（4
（

。
こ
れ
ら
お
歴
々
か
ら
の
申
し
入
れ
で
あ
っ
た
た
め
か
、「
開

か
れ
た
皇
室
」
の
演
出
で
あ
っ
た
の
か
、
宮
内
省
内
事
課
長
齋
藤
桃
太
郎
よ
り
警
視
総

監
大
浦
兼
武
宛
に
「
写
真
撮
影
黙
許
」
が
出
さ
れ
た
。
今
ま
で
写
真
師
の
み
撮
影
が
許

さ
れ
て
い
た
行
為
が
一
般
人
に
も
開
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
人
々

が
参
集
し
た
道
筋（
（4
（

に
は
四
二
基
に
も
上
る
緑
門
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
当
日
未
明
に
突
如

と
し
て
ビ
ア
ホ
ー
ル
が
作
ら
れ
、
鹵
簿
を
一
目
見
よ
う
と
集
ま
っ
た
人
々
の
喉
を
潤
し

た
と
い
う（
（4
（

。

　

そ
の
後
皇
太
子
・
皇
太
子
妃
は
再
び
皇
居
に
参
内
し
、
午
後
四
時
三
十
分
に
鳳
凰
ノ
間

に
て
皇
族
及
大
臣
、
各
国
公
使
等
の
拝
賀
を
受
け
た
。
出
御
の
際
に
は
「
天
皇
陛
下
ハ
皇

后
陛
下
ノ
御
手
ヲ
執
ラ
セ
ラ
レ
皇
太
子
殿
下
ハ
同
妃
殿
下
ノ
御
手
ヲ
執
ラ
セ
ラ
レ
正
殿

ヘ
出
御（
（4
（

」
と
天
皇
・
皇
后
、
皇
太
子
・
皇
太
子
妃
の
二
組
と
も
に
手
を
携
え
て
臣
下
の
前

に
現
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
際
の
皇
后
と
皇
太
子
妃
の
服
制
は
中
礼
服
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
日
招
待
を
受
け
た
の
は
親
王
・
親
王
妃
・
王
・
王
妃
及
び
大
勲
位
・
各
大
臣
・

枢
密
院
議
長
・
大
臣
礼
遇
・
各
国
公
使
・
公
使
館
員
並
び
に
其
の
妻
、
親
任
官
以
下
群

臣
で
あ
っ
た
。
夫
人
同
伴
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
当
日
令
嬢
同
伴
参
内
被
差
許
候
事
」

と
娘
の
同
伴
も
許
可
さ
れ
た（
（4
（

。
招
待
の
た
め
の
招
待
状
の
印
刷
を
請
け
負
っ
た
の
は
東

京
印
刷
株
式
会
社
で
あ
る
。
東
京
印
刷
株
式
会
社
は
姫
路
藩
の
藩
校
で
学
び
印
刷
工
と

な
っ
た
星
野
錫
が
明
治
二
十
年
に
渡
米
し
印
刷
技
術
を
お
さ
め
る
後
に
帰
国
し
、
二
九

年
に
創
立
し
た
会
社
で
あ
る（
（4
（

。招
待
状
と
封
筒
二
千
枚
、計
四
四
八
円
と
共
に「
昇
殿
証
」

二
三
八
〇
枚
に
つ
い
て
も
三
五
円
七
十
銭
で
印
刷
を
請
け
負
っ
て
い
る（
（4
（

。
な
お
、
招
待

状
の
文
言
、
服
制
は
身
位
に
よ
っ
て
変
わ
り
、
昇
殿
証
は
地
色
が
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ

た
。
大
勲
位
以
下
大
臣
礼
遇
以
上
は
午
後
四
時
三
〇
分
に
鳳
凰
ノ
間
に
て
拝
賀
、
昇
殿

証
の
地
色
は
白
、
各
国
公
使
等
も
同
様
だ
が
服
制
は
大
礼
服
の
み
、
五
時
二
〇
分
拝
謁

者
の
拝
謁
場
所
は
全
員
正
殿
だ
が
大
臣
礼
遇
以
上
を
除
く
親
任
官
以
上
・
公
爵
・
従
一

位
・
勲
一
等
・
一
等
官
・
侯
爵
・
正
二
位
・
二
等
官
・
錦
鶏
間
祗
候
・
麝
香
間
祗
候
は
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【
史
料
４
】

御
祝
宴
ノ
食
餞

　

御
婚
礼
当
日
宮
中
ニ
於
テ
御
催
ノ
立
食
ナ
リ

　

一　

料
理
献
立

　
　

一　

煮
冷
ノ
鱒

　
　

一　

同　

鯛

　
　

一　

飾
物
車
蝦

　
　

一　

凝
汁
寄
伊
勢
蝦

　
　

一　

凝
汁
寄
燻
豚

　
　

一　

飾
物
同
上

　
　

一　

凝
汁
寄
雁
肝

　
　

一　

飾
物
同
上

　
　

一　

袋
蒸
鶉
ノ
寄
物

　
　

一　

飾
物
同
上

　
　

一　

蒸
焼
羊
脊
肉

　
　

一　

飾
物
同
上

　
　

一　

蒸
焼
七
面
鳥

　
　

一　

飾
物
同
上

　
　

一　

凝
汁
寄
袋
蒸
家
鴨

　
　

一　

冷
物
牛
舌

　
　

一　

蒸
焼
牛
脊
肉

　
　

一　

鶏
肉
サ
ラ
ド
交
セ
野
菜

　
　

一　

蒸
焼
暹
羅
鶏

　
　

一　

同　

犢
肉

　
　

一　

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ　

三
種

　
　

一　

果
物
入
寄
物

　
　

一　

シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト

　
　
　
　
　

第
三二
日

　
　
　
　
　
　

夜
会　

宮
城
ニ
於
テ

　
　
　
　
　
　
　
　

着
服　
文
官
大
礼
服
白
袴
武
官
ハ
其
相
当
服

婦
人
ハ
ロ
ブ
・
デ
コ
ル
テ
ー

　
　
　
　
　
　
　

但　

当
夜
舞
楽
又
ハ
能
楽
御
同
覧

　
　
（
中
略
）

　
　

備
考

　
　

一　

日
時
東
宮
御
所
へ
御
里
方
ヲ
召
サ
セ
ラ
ル
ル
事

　
　

一　

ウ
エ
ッ
ヂ
ン
グ
ケ
ー
キ
ノ
事
（
婚
姻
式
飾
菓
子
）

　
　

一　

ボ
ン
ボ
ニ
ー
ノ
事
（
晩
餐
用
菓
子
器
）

　
　

一　

御
婚
儀
経
費
ノ
事

　
　

一　

馬
車
取
調
ノ
事

　
　
（
中
略
）

　
　

一　

洋
酒
取
調
ノ
事

　
　
（
後
略
）

こ
の
史
料
か
ら
は
当
初
、
結
婚
式
の
際
に
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
を
用
い
よ
う
と
し
て

い
た
こ
と
も
判
明
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

結
局
当
日
は
午
後
六
時
よ
り
二
十
分
間
と
い
う
極
め
て
短
い
時
間
で
の
立
食
の
宴
と

な
っ
た
。
立
食
の
た
め
か
献
立
表
（
メ
ニ
ュ
ー
カ
ー
ド
）
は
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う

で
、
管
見
の
限
り
存
在
を
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、「
東
宮
御
婚
儀
録
」
に
は
料
理
献

立
記
録
が
残
る
。
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
品
数
も
多
く
豪
華
で
あ
り
、
そ
し
て
当
然
の
こ
と

な
が
ら
洋
食
で
あ
っ
た（
（5
（

。
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ら
も
不
明
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
西
洋
料
理
は
当
時
の
大
膳
課
員
の
み
で
は
調
理
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

西
洋
料
理
人
二
人
を
前
日
と
当
日
及
び
内
宴
の
あ
っ
た
一
七
日
と
そ
の
前
日
に
菊
葉
組

井
上
朝
五
郎
よ
り
八
円
で
調
達
し
た（
（5
（

。

　

食
卓
の
上
を
飾
る
盛
花
は
新
宿
植
物
御
苑
（
後
の
新
宿
御
苑
）
で
栽
培
さ
れ
た
花
が

使
用
さ
れ
た
。
様
々
な
物
品
に
莫
大
な
予
算
が
か
か
る
中
「
食
卓
上
用
花
ハ
御
苑
ノ
分

使
用
ノ
見
込
ニ
付
代
価
ヲ
要
セ
ズ
」
と
御
苑
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。明
治
三
一
年（
一
八
九
八
）に
新
宿
植
物
御
苑
掛
長
に
就
任
し
た
福
羽
逸
人
が「
福

羽
苺
」
を
作
出
し
た
の
が
明
治
三
三
年
で
あ
り
、
花
卉
だ
け
で
な
く
西
洋
料
理
に
不
可

欠
な
野
菜
・
果
物
の
栽
培
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
御
苑
の
産
物
が
宮
中
晩
餐
会
・
接
遇
饗

応
を
支
え
る
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る（
（5
（

。

　

二
─
三
、
参
内
記
念
の
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル

　

こ
の
日
参
内
し
た
二
千
人
余
に
は
記
念
品
と
し
て
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
が
下
賜
さ
れ

た
。【
史
料
３
】
に
は
「
ボ
ン
ボ
ニ
ー
ノ
事
（
晩
餐
用
菓
子
器
）」
と
の
記
載
が
あ
り
、

ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
は
晩
餐
会
の
際
に
下
賜
さ
れ
る
菓
子
器
で
あ
る
と
の
認
識
で
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
晩
餐
会
が
立
食
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
参
内
者
全
員
に

下
賜
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
が
前
回
制
作
さ
れ
た
の
が
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
の
大
婚

二
五
年
祝
典
で
、
そ
の
際
は
銀
で
制
作
さ
れ
た（
（6
（

。
お
そ
ら
く
こ
の
前
例
か
ら
ボ
ン
ボ
ニ

エ
ー
ル
は
銀
で
制
作
す
る
も
の
と
の
認
識
が
出
来
た
と
思
わ
れ
る
。
二
千
人
分
を
銀
成

形
並
び
に
彫
刻
し
制
作
す
る
の
に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
前
年
の
一
一

月
一
日
に
は
調
度
局
よ
り
一
五
〇
〇
個
一
二
、七
五
〇
円
の
注
文
伺
い
が
提
出
さ
れ
た（
（6
（

。

そ
の
後
一
一
月
一
七
日
に
明
治
三
三
年
二
月
一
五
日
を
納
期
と
し
て
小
筆
善
大
夫
、
宮

川
長
右
衛
門
、大
関
弥
兵
衛
の
三
者
と
の
間
で
五
百
個
ず
つ
の
発
注
契
約
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
何
回
か
に
わ
た
り
追
加
発
注
と
目
方
不
足
に
よ
る
作
り
直
し
が
あ
り
、
総
計

二
、二
三
〇
個
が
こ
の
三
者
に
よ
り
制
作
さ
れ
た（
（6
（

。

　

明
治
三
二
年
一
一
月
の
発
注
契
約
以
前
、
九
月
段
階
で
こ
の
三
者
か
ら
は
様
々
な
意

　
　

一　

三
色
寄
ゼ
レ

　
　

一　

香
料
入
氷
菓
子

　
　

一　

苺
入
氷
菓
子

　
　

一　

挽
茶
入
氷
菓
子

　
　

一　

飾
菓
子

　
　

一　

小
菓
子　
　
　
　
　

種
々

　
　

一　

果
実　
　
　
　
　
　

種
々

　

一
酒
類

　
　

一　

三
鞭
酒　

ポ
メ
レ
ー
グ
レ
ノ
ー

　
　

一　

赤
葡
萄
酒　

シ
ャ
ト
ラ
ロ
ー
ズ

　
　

一　

ソ
ー
ダ
水

　
　

一　

サ
イ
フ
ヲ
ン

　
　

一　

平
野
水

　
　

一　

キ
ュ
ラ
ソ
ー

　
　

一　

コ
ギ
ャ
ッ
ク

　
　

一　

ア
ニ
ゼ
ッ
ト

　
　

一　

ポ
ン
チ

献
立
中
の
「
煮
冷
ノ
鱒
」
は
「
鱒
の
冷
製
」、「
凝
汁
寄
○
○
」
は
ゼ
リ
ー
寄
せ
を
表
す

こ
と
か
ら
「
凝
汁
寄
雁
肝
」
は
「
フ
ォ
ア
グ
ラ
の
ゼ
リ
ー
寄
せ
」
で
あ
る
。「
蒸
焼
○
○
」

は
蒸
し
な
が
ら
煮
る
調
理
法
で
あ
る
「
ブ
レ
ゼ
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

酒
類
の
三
鞭
酒
は
シ
ャ
ン
パ
ン
の
こ
と
で
、
ポ
メ
レ
ー
グ
レ
ノ
ー
は
ポ
メ
リ
ー
グ
レ

ノ
と
思
わ
れ
る
。
赤
葡
萄
酒
は
「
シ
ャ
ト
ラ
ロ
ー
ズ
」
と
あ
る
。「
シ
ャ
ト
ラ
ロ
ー
ズ
」

は
シ
ャ
ト
ー
・
ラ
ロ
ー
ズ
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
治
皇
室
御
用
達
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
ほ
ど
常
用
さ
れ
て
い
る
赤
ワ
イ
ン
で
あ
る（
（5
（

。
そ
の
他
、
ソ
ー
ダ
水
、
平

野
水
（
サ
イ
ダ
ー
）、
キ
ュ
ラ
ソ
ー
、
コ
ギ
ャ
ッ
ク
（
コ
ニ
ャ
ッ
ク
）、
ア
ニ
ゼ
ッ
ト
、

ポ
ン
チ
と
「
サ
イ
フ
ヲ
ン
」
で
あ
る
。「
サ
イ
フ
ヲ
ン
」
は
サ
イ
フ
ォ
ン
と
思
わ
れ
る

が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
白
葡
萄
酒
の
提
供
が
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
ち
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【図１】 宮川長右衛門　９月　日案

大関弥兵衛　９月16日案
量目の記載のないものは22匁と思われる。

第２号
御紋高彫若松梅毛彫磨キ上ケ
御紋箆磨キ赤絹紐付
22匁　６円90銭

第１号
御紋高彫若松鶴毛彫磨キ上ケ
御紋箆磨キ赤絹紐付
22匁　６円90銭

27年調製の形　11円

第５号
八ツ花形御紋高彫鶴亀芦毛彫
22匁　11円

第４号
八ツ花形御紋高彫飛鶴芦ニ亀
毛彫
22匁　11円50銭

第３号
六角形御紋高彫若松ニ鶴毛彫
22匁　６円30銭

第３号 
８円50銭／ 18円（９月９日案）

第２号 
８円50銭／ 18円（９月９日案）

第１号　27年調製の形　
８円50銭／ 13円（９月９日案）
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第６号　
８円50銭／ 17円（９月９日案）
25匁　13円（９月12日案）

第15号　８円50銭

第７号　30匁
17円（９月９日案）

第５号　
８円50銭／ 18円（９月９日案）

第14号　行器形　８円50銭

第６号の２　25匁
11円30銭（９月12日案）

第４号　
８円50銭／ 16円50銭（９月
９日案）

第13号　貝桶形　８円50銭

第６号の裏面　25匁
13円（９月12日案）
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小筆善大夫　９月16日案

第５号
22匁　９円／ 11円（９月
16日以前案）

第９号
14円20銭（９月16日以前案）

銀製花篭形御菓子器
30匁　９円85銭（９月12日案）

第４号
22匁　９円50銭／ 10円
80銭（９月16日以前案）

第８号
10円80銭（９月16日以前案）

第３号
22匁　８円50銭／ 14円
20銭（９月16日以前案）

第７号
11円30銭（９月16日以前案）

第１号　第２号
22匁　８円50銭／ 10円
80銭・10円90銭（９月16
日以前案）

第６号
10円80銭（９月16日以前案）

第11号
14円50銭（9月16日以前案）

第10号
10円30銭（9月16日以前案）
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匠
形
状
・
銀
量
目
の
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
当
初
三
十
匁
や
二
五
匁

と
重
量
に
差
異
が
あ
っ
た
提
案
は
最
終
的
に
二
二
匁
と
決
定
さ
れ
た
。【
図
１
】
は
「
皇

太
子
殿
下
御
婚
儀
書
類
二　

明
治
三
二
・
三
三
」
の
「
第
九
号
銀
製
菓
子
器
代
価
積
書

及
図
面
」
中
に
あ
る
三
者
に
よ
る
意
匠
提
案
と
見
積
書
を
比
較
検
討
し
、
図
と
名
称
、

代
価
な
ど
を
比
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
業
者
は
前
回
の
明
治
二
七
年
と
同
じ
形
や
そ

の
派
生
形
を
は
じ
め
、様
々
な
形
を
提
案
し
て
い
る
。
中
に
は
大
関
弥
兵
衛
の
第
四
号
、

第
五
号
の
よ
う
に
実
現
出
来
る
の
か
不
明
な
も
の
も
あ
り
、宮
川
長
右
衛
門
の
第
四
号
、

第
五
号
の
如
く
類
型
が
近
い
将
来
に
採
用
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
結
果
、
宮
川
長
右

衛
門
の
一
号
案
が
選
定
さ
れ
た（
（6
（

。

　

こ
の
宮
川
長
右
衛
門
の
一
号
図
案
に
つ
い
て
岸
光
景
か
ら
次
の
コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ

て
い
る（
（6
（

。

【
史
料
５
】

　

菓
子
器

　

一　

形
状
良
シ

　

一　

模
様
鶴
ニ
松
良
シ

　

一　

足
ヲ
今
少
シ
高
ク
シ
角
ト
ヲ
少
シ
ク
丸
メ
ル
事

　

一　

鶴
ノ
数
ハ
奇
数
ノ
方

　
　
　
　
　

右

　
　
　
　
　
　

岸
光
景

　
　
　
　
　
　
　
　

意
見

岸
光
景
は
図
案
家
と
し
て
唯
一
帝
室
技
芸
員
に
任
命
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
内
務
省
製

図
掛
と
な
り
図
案
の
改
良
に
あ
た
り
、
石
川
県
、
京
都
、
香
川
県
な
ど
で
陶
業
者
や
漆

工
家
に
図
案
を
指
導
し
た（
（6
（

。
こ
の
時
期
に
は
す
で
に
隠
居
し
て
お
り
、
調
度
局
の
求
め

に
応
じ
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
節
子
妃
は
後
に
皇
后
と
し
て
多
く

の
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
の
制
作
、
と
く
に
デ
ザ
イ
ン
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
て
い
る
。
ま
た
差
配
に
も
皇
后
の
関
与
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
た（
（6
（

。
し

か
し
、
こ
の
時
期
に
は
美
子
皇
后
が
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
関
与
を
し
て

い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

岸
光
景
に
よ
り
デ
ザ
イ
ン
が
修
正
さ
れ
た
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
は
、
前
述
の
通
り
三
者

に
発
注
さ
れ
た
。
こ
の
品
に
つ
い
て
【
史
料
３
】
中
で
は
既
述
の
通
り
「
ボ
ン
ボ
ニ
ー

ノ
事
（
晩
餐
用
菓
子
器
）」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
「
御
婚
儀
録
」「
用
度
録
」

な
ど
で
も
「
銀
製
菓
子
器
」
表
現
と
と
も
に
「
ボ
ン
ボ
ン
ニ
ー
」
と
い
う
原
語
に
近
い

表
記
も
見
ら
れ
る（
（6
（

。
日
本
皇
室
で
の
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
の
出
現
か
ら
一
〇
年
余
り
で
、

原
語
表
記
に
回
帰
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、「
東
宮
御
婚
儀
録
」
か
ら
は
「
ボ
ン
ボ
ン
ニ
ー
」
の
よ
り
詳
細
な
情
報
を

得
る
こ
と
が
出
来
る（
（6
（

。

【
史
料
６
】

　

一　

ボ
ン
ボ
ン
ニ
ー

　
　
　

�

但　

純
銀
製
合
ノ
折
形　

目
方
弐
拾
弐
匁　

蓋
ヘ
御
紋
一
ヶ
所
高
彫　

胴
廻
リ

ヘ
若
松
ニ
鶴
ノ
片
切
彫　

地
総
体
ニ
荒
シ
仕
上
ケ
御
紋
縁
廻
リ
及
足
箆
磨
キ　

赤
紐
付
調
度
局
ニ
テ
調
製
シ　

大
膳
職
ニ
テ　

ド
ラ
ゼ
ー
ア
ン
ザ
ン
テ
ー
等
ヲ

入
レ
御
車
寄
並
ニ
東
車
寄
ノ
両
所
ヘ
分
置
シ　

各
員
退
出
ノ
節
下
賜
ス　

之
ヲ

監
督
ノ
為
メ
大
膳
職
ヨ
リ
各
所
ヘ
一
二
名
宛
出
張
セ
シ
ム　

　
　
　

大
膳
職
ニ
於
テ
調
度
局
ヨ
リ
受
取
ノ
分　

弐
千
百
参
拾
個

　
　
　

当
日
残
分
百
九
拾
個　

式
部
職
ヘ
引
継

　
　
　

�

其
後
九
拾
六
個
新
調
ノ
分
ヲ
調
度
局
ヨ
リ
受
取
ド
ラ
ゼ
ー
等
ヲ
入
レ
更
ニ
式
部

職
ヘ
引
継
タ
リ

　

こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
制
作
総
数
は
二
、四
一
六
個
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が

当
館
蔵
の
「
櫃
形
鶴
松
文
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル（
（6
（

」【
長
佐
古
口
絵
４
】
に
該
当
す
る
。
こ

の
「
櫃
形
鶴
松
文
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
」
は
【
史
料
６
】
の
意
匠
形
状
と
一
致
す
る
。
ま

た
「
櫃
形
鶴
松
文
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
」
の
重
量
は
八
一
グ
ラ
ム
で
、
一
匁
三
、七
五
グ
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ラ
ム
と
し
て
「
目
方
弐
拾
弐
匁
」
を
計
算
す
る
と
八
二
、五
グ
ラ
ム
と
な
り
、
重
量
も

概
ね
一
致
す
る
。
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
は
純
銀
と
し
て
の
価
値
が
ま
ず
は
重
要
と
さ
れ
る

が
、
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
の
純
銀
と
し
て
の
価
値
が
確
実
に
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

　

ま
た
こ
の
【
史
料
６
】
か
ら
は
さ
ら
に
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
に
纏
わ
る
詳
細
な
事
象
が

判
明
す
る
。
そ
の
一
つ
は
「
大
膳
職
ニ
テ　

ド
ラ
ゼ
ー
ア
ン
ザ
ン
テ
ー
等
ヲ
入
レ
」
の

部
分
で
あ
る
。「
ド
ラ
ゼ
ー
」
と
は
「
ド
ラ
ジ
ェ
」、
糖
衣
菓
子
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

現
在
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
の
内
容
物
と
な
っ
て
い
る
金
平
糖
も
ハ
ー
ド
ド
ラ
ジ
ェ
の
一

種
で
あ
る
。「
ア
ン
ザ
ン
テ
ー
」
は
「
ア
ラ
ザ
ン
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ア
ラ
ザ
ン

と
は
極
小
粒
の
銀
の
糖
衣
菓
子
で
あ
る
。
現
在
の
皇
室
の
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
に
は
金
平

糖
と
ア
ラ
ザ
ン
が
セ
ッ
ト
で
入
れ
ら
れ
て
お
り
継
続
性
が
確
認
出
来
る
。
こ
れ
が
明
治

三
三
年
の
時
点
で
入
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
皇
室
オ
リ
ジ
ナ
ル
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル

の
初
出
で
あ
る
明
治
二
七
年
の
内
容
物
「
小
粒
の
五
色
豆
の
如
き（
（7
（

」
も
の
と
共
に
ア
ラ

ザ
ン
も
入
っ
て
い
た
可
能
性
も
出
て
く
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
を
発
注

し
た
調
度
局
で
は
な
く
、
納
品
後
に
大
膳
職
に
回
さ
れ
て
入
れ
る
。「
食
物
」
に
関
し

て
は
総
て
大
膳
職
扱
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

当
日
参
加
者
へ
の
渡
し
方
に
つ
い
て
も
「
御
車
寄
並
ニ
東
車
寄
ノ
両
所
ヘ
分
置
シ　

各
員
退
出
ノ
節
下
賜
ス
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
別
史
料
に
は
「
下
賜
手
続　

御
車
寄
及
東

車
寄
ノ
両
所
ニ
於
テ
各
員
退
出
ノ
節
昇
殿
証
札
ト
引
換
ニ
之
ヲ
渡
シ
タ
リ（
（7
（

」
と
車
寄
せ

に
お
い
て
前
述
の
昇
殿
証
【
長
佐
古
口
絵
３
】
と
引
き
換
え
に
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
が
手

渡
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

こ
の
方
法
に
お
い
て
当
日
参
内
し
た
人
へ
直
接
渡
さ
れ
た
個
数
は
二
、〇
九
一
個
、

そ
の
他
常
宮
は
じ
め
四
内
親
王
と
当
日
欠
席
し
た
者
の
う
ち
宮
内
官
と
公
務
の
た
め
に

不
参
で
後
日
（
五
月
一
四
日
）
に
昇
殿
拝
領
し
た
者
へ
一
三
五
個
が
手
渡
さ
れ
、
計�

二
、二
二
六
個
が
実
際
に
各
者
の
手
に
渡
っ
た（
（7
（

。
残
り
一
九
〇
個
と
追
加
で
制
作
さ
れ

た
九
六
個
に
も
ド
ラ
ゼ
─
等
を
入
れ
、
管
理
は
式
部
職
へ
移
っ
た
。
大
婚
二
五
年
記
念

祝
典
の
際
に
は
残
余
の
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
は
皇
后
の
手
許
へ
渡
さ
れ
た
が（
（7
（

、
今
回
は
式

部
職
で
の
管
理
と
な
っ
た
。

　

二
─
四
、
内
宴
と
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル

　

成
婚
当
日
の
五
月
一
〇
日
の
祝
宴
は
立
食
で
行
わ
れ
た
が
、
結
婚
後
の
五
月
一
七
日

正
午
か
ら
は
、
宮
中
千
種
の
間
に
て
天
皇
・
皇
后
主
催
の
内
宴
が
開
か
れ
た
。
招
待
者

は
小
松
宮
彰
仁
親
王
・
同
妃
、
伏
見
宮
貞
愛
親
王
・
同
妃
、
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
・
同
妃
、

東
伏
見
宮
依
仁
親
王
・
同
妃
、
伊
藤
博
文
、
九
条
通
孝
、
内
大
臣
徳
大
寺
實
則
、
宮
内

大
臣
田
中
光
顕
、
皇
后
宮
大
夫
香
川
敬
三
、
式
部
長
三
宮
義
胤
、
侍
従
武
官
長
岡
沢
精
、

東
宮
大
夫
心
得
黒
田
久
孝
、
内
蔵
頭
渡
邉
千
秋
、
内
匠
頭
堤
正
誼
、
宮
内
次
官
川
口
武

定
、
式
部
次
長
戸
田
氏
共
、
主
馬
頭
藤
波
言
忠
、
調
度
局
長
長
崎
省
吾
、
内
事
課
長
齋

藤
桃
太
郎
、
調
査
課
長
廣
橋
賢
光
で
あ
り
、
こ
の
婚
礼
に
尽
力
し
た
人
々
へ
の
慰
労
の

宴
で
も
あ
っ
た
。

　

料
理
献
立
に
つ
い
て
は
、
秋
山
徳
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
史
料
が
残
り（
（7
（

、
ま
た
酒
類
に

つ
い
て
は
「
東
宮
御
婚
儀
録
」
に
そ
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る（
（7
（

。

【
史
料
７
】

　
　

一　

料
理
献
立

　
　
　

一　

泥
亀
羹

　
　
　

一　

洋
酒
煮
鯛　

注
汁

　
　
　

一　

煮
込
牛
繊
肉
蔬
菜

　
　
　

一　

洎
芙
藍
煮
飯
鶉

　
　
　

一　

凝
汁
寄
雁
肝
香
草

　
　
　

一　

ポ
ン
シ
ュ

　
　
　

一　

湯
煮
ア
ス
ペ
ル
ジ
ュ　

注
汁

　
　
　

一　

煮
物
肉
詰
胡
瓜

　
　
　

一　

蒸
焙
鶏
肉　

サ
ラ
ド

　
　
　

一　

五
色
乾
藻
寄

　
　
　

一　

挽
茶
入
氷
菓
子
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一　

酒
類

　
　
　

一　

へ
レ
ス

　
　
　

一　

白
葡
萄
酒　

シ
ャ
ト
・
イ
ケ
ム

　
　
　

一　

赤
葡
萄
酒　

シ
ャ
ト
・
ラ
ロ
ー
ズ

　
　
　

一　

同　
　
　
　

シ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ン

　
　
　

一　

三
鞭
酒　
　

ポ
メ
レ
ー
グ
レ
ー

　
　
　

一　

リ
ュ
ネ
ル

　
　
　

一　

コ
ギ
ャ
ッ
ク

　
　
　

一　

シ
ャ
ル
ト
ル
ー
ズ

　

料
理
は
「
泥
亀
羹
」、
ス
ッ
ポ
ン
ス
ー
プ
か
ら
始
ま
り
、
鯛
の
洋
酒
煮
、
牛
ヒ
レ
肉

の
煮
込
み
と
続
く
。
次
の
「
洎
芙
藍
煮
飯
鶉
」
は
サ
フ
ラ
ン
ラ
イ
ス
詰
め
の
鶉
で
あ
ろ

う
か
、
不
明
で
あ
る
。「
凝
汁
寄
雁
肝
」
は
立
食
の
宴
に
も
出
さ
れ
た
「
フ
ォ
ア
グ
ラ

の
ゼ
リ
ー
寄
せ
」、「
ポ
ン
シ
ュ
」
は
柑
橘
系
の
汁
の
こ
と
で
、
現
在
食
卓
に
上
る
「
ポ

ン
酢
」
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
湯
煮
ア
ス
ペ
ル
ジ
ュ
」
は
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ

ラ
の
バ
タ
ー
煮
、「
煮
物
肉
詰
胡
瓜
」
は
キ
ュ
ウ
リ
の
肉
詰
め
煮
で
あ
ろ
う
。「
蒸
焙
鶏

肉　

サ
ラ
ド
」
は
蒸
し
鶏
の
サ
ラ
ダ
で
あ
る
。
菓
子
の
「
五
色
乾
藻
寄
」
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
も
う
一
種
は
抹
茶
ア
イ
ス
で
あ
る
。

　

酒
類
の
「
へ
レ
ス
」
は
ド
イ
ツ
産
の
へ
レ
ス
ビ
ー
ル
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま

で
の
正
餐
会
で
ビ
ー
ル
が
供
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
が
、

か
な
り
稀
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
シ
ャ
ト
・
イ
ケ
ム
」
と
は
シ
ャ
ト
ー
・
デ
ィ
ケ
ム

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
シ
ャ
ト
ー
・
デ
ィ
ケ
ム
は
ボ
ル
ド
ー
の
世
界
最
高
と
評
さ
れ
る
極

甘
口
白
貴
腐
ワ
イ
ン
で
あ
る
。
赤
ワ
イ
ン
は
立
食
時
と
同
じ
ボ
ル
ド
ー
の
シ
ャ
ト
ー
・

ラ
ロ
ー
ズ
と
ジ
ュ
ヴ
レ
・
シ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ン
。
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
産
の
赤
ワ
イ
ン
が
供
さ

れ
る
こ
と
は
極
め
て
珍
し
い
。「
リ
ュ
ネ
ル
」は
赤
葡
萄
酒
と
の
註
は
な
い
が
、ボ
ル
ド
ー

産
赤
ワ
イ
ン
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。「
コ
ギ
ャ
ッ
ク
」は
コ
ニ
ャ
ッ
ク
、「
シ
ャ
ル
ト
ル
ー

ズ
」
は
フ
ラ
ン
ス
の
リ
キ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
今
ま
で
あ
ま
り
供
さ
れ
な
っ

た
酒
類
の
出
現
も
あ
り
、
立
食
の
宴
の
際
よ
り
種
類
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

内
宴
の
服
制
は
午
餐
会
の
た
め
陸
軍
武
官
は
礼
装
、
海
軍
武
官
は
礼
服
、
婦
人
は
通

常
礼
服
で
あ
る
ロ
ー
ブ
・
モ
ン
タ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
内
宴
の
際
に
も
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
が
下
賜
さ
れ
た（
（7
（

。

【
史
料
８
】

　

ボ
ン
ボ
ニ
ー
銀
器
漆
器
取
交

　
　
　
　
　
　

内

　

一　

銀
製
虫
籠
形　

七
個　

一
個
代
金
五
円
廿
五
銭

　

一　

銀
製
行
燈
形　

拾
壱
個　

一
個
代
金
三
円
五
十
五
銭

　

一　

蒔
絵
文
庫
形　

参
個　
　

一
個
代
金
二
円
五
十
銭

　

一　

蒔
絵
帆
貝
形　

壱
個　
　

一
個
代
金
二
円
五
十
銭

　

一　

銀
製
鳥
籠
形　

四
個　
　

一
個
代
金
六
円
五
十
銭

　

一　

黒
漆
蒔
絵
双
六
盤
形　

壱
個　

一
個
代
金
六
円
八
十
銭

こ
の
よ
う
に
様
々
な
形
を
取
り
交
ぜ
て
下
賜
す
る
方
式
は
、
後
年
外
国
公
使
の
就
任
離

任
の
際
の
午
餐
会
な
ど
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
は
作
り
置
き
さ
れ
た
予
備
品

か
ら
皇
后
が
選
定
し
て
使
用
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た（
（7
（

。
今
回
に
つ
い
て
は
、

「
用
度
録（
（7
（

」
に
発
注
記
録
が
残
る
こ
と
か
ら
、
当
初
よ
り
各
種
を
取
り
交
ぜ
て
配
布
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
発
注
記
録
に
よ
れ
ば
、
銀
製
虫
籠
形
・
銀

製
行
燈
形
・
蒔
絵
文
庫
形
・
蒔
絵
帆
貝
形
が
小
筆
善
大
夫
に
よ
る
納
入
で
あ
り
、
銀
製

鳥
籠
形
・
黒
漆
蒔
絵
双
六
盤
形
は
宮
川
長
右
衛
門
に
発
注
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
こ
の
際
に
下
賜
さ
れ
た
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
と
同
定
で
き
る
作
品

は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　

三
、
後
世
へ
の
波
及

　

こ
の
結
婚
式
の
際
に
は
、
外
国
各
国
よ
り
祝
詞
が
到
来
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら

そ
の
答
礼
文
も
考
案
さ
れ
た（
（7
（

。
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【
史
料
９
】

　
　
　

皇
太
子
殿
下
御
婚
儀
ニ
付
各
国
帝
室
ヨ
リ

　
　
　

到
来
ノ
御
祝
詞
電
信
ニ
対
セ
ラ
ル
ゝ
御
答
詞
案

　

�
陛
下（
並
ニ
皇
后
陛
下
）ハ
皇
太
子
ノ
婚
儀
ニ
付
懇
篤
ナ
ル
祝
詞
ヲ
寄
セ
ラ
レ
朕（
及

皇
后
）
深
ク
之
ヲ
謝
ス

　
　

明
治
三
十
三
年
五
月　

日

　
　
　
　
　
　
　

東
京
宮
城
ニ
於
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御　
　

名

　
　

各
国
皇
帝
（
皇
后
）
陛
下

　

こ
の
祝
詞
の
往
来
は
現
在
で
も
「
ご
親
電
」
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い
る
儀
礼
で
あ
る
。

ご
親
電
に
つ
い
て
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は「
外
国
の
建
国
記
念
日
や
独
立
記
念
日
、

元
首
の
お
誕
生
日
や
逝
去
な
ど
外
国
の
慶
弔
や
外
国
で
の
大
規
模
災
害
の
発
生
な
ど
に

当
た
り
、
天
皇
陛
下
（
両
陛
下
の
場
合
も
あ
る
）
か
ら
ご
祝
電
・
ご
弔
電
・
お
見
舞
電

な
ど
が
発
せ
ら
れ
、
ま
た
、
天
皇
誕
生
日
、
皇
后
誕
生
日
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
た
電
報
に

ご
答
電
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
ご
親
電
と
い
い
ま
す
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
ご

親
書
・
ご
親
電
の
交
換
を
通
じ
て
、
国
際
親
善
に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。」
と
し
、
令

和
三
年
度
の
ご
親
電
数
を
四
七
九
件
と
掲
示
し
て
い
る（
（8
（

。
こ
の
国
際
親
善
儀
礼
と
し
て

の
ご
親
電
の
発
祥
は
、
恐
ら
く
明
治
三
〇
年
一
月
の
英
照
皇
太
后
崩
御
時
と
思
わ
れ
る

が（
（8
（

、
慶
事
の
際
の
ご
親
電
と
し
て
は
こ
の
婚
礼
の
際
が
最
初
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
大
婚
二
五
年
記
念
祝
典
に
続
き（
（8
（

記
念
切
手
も
発
売
さ
れ
た
。
平
成
五
年

（
一
九
九
三
）
六
月
の
皇
太
子
徳
仁
親
王
・
雅
子
妃
の
結
婚
の
際
に
も
記
念
切
手
は
発

行
さ
れ
て
お
り
、
現
在
ま
で
続
く
慣
習
と
な
っ
た
。

　

現
在
ま
で
続
く
慣
習
と
な
っ
た
も
の
に
伊
勢
神
宮
・
神
武
天
皇
陵
な
ど
へ
の
結
婚
奉

告
も
あ
る（
（8
（

。
皇
太
子
・
同
妃
は
五
月
二
三
日
に
新
橋
停
車
場
よ
り
特
別
車
に
て
、
伊
勢

神
宮
へ
参
拝
し
た
。
服
制
は
皇
太
子
は
近
衞
歩
兵
少
佐
の
正
装
、
節
子
妃
は
ロ
ー
ブ
・

デ
コ
ル
テ
に
勲
一
等
宝
冠
章
を
佩
用
し
た
。
そ
の
後
向
か
っ
た
京
都
で
は
帝
国
博
物
館

や
京
都
大
学
、
大
学
病
院
を
訪
問
し
た
。
博
物
館
で
は
山
高
信
離
館
長
の
先
導
に
よ
り

「
愛
宕
神
社
宝
物
鬼
丸
造
太
刀
」「
建
勲
神
社
宝
物
左
文
字
白
鞘
刀
」「
土
佐
光
信
筆
百

鬼
夜
行
」
な
ど
の
陳
列
品
の
説
明
を
受
け
た
。
京
都
大
学
病
院
で
は
赤
貧
施
療
患
者
森

龍
蔵
・
藤
井
虎
次
郎
の
二
名
が
杖
を
以
て
直
立
す
る
前
に
進
み
、
親
し
く
病
状
を
尋
ね

た
。
奉
答
は
猪
子
止
戈
之
助
院
長
が
行
っ
た
が
、
患
者
は
感
涙
に
咽
ん
だ
と
い
う（
（8
（

。
こ

の
よ
う
な
一
連
の
儀
礼
や
行
動
は
現
在
の
皇
室
の
結
婚
式
や
諸
行
動
の
淵
源
と
な
っ
て

い
る
部
分
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
は
皇
室
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
国
民
へ
の
波
及
効
果
も
大
き
な
も
の
が
あ
っ

た
。
は
じ
め
に
で
触
れ
た
よ
う
に
こ
の
結
婚
式
は
現
在
の
結
婚
式
の
オ
リ
ジ
ン
と
言
わ

れ
て
い
る
。こ
の
結
婚
式
を
機
に
一
般
家
庭
の
結
婚
式
の
様
式
が
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
結
婚
式
の
一
つ
の
形
と
し
て
、
神
社
で
の
神
前
結
婚
式
・
披
露

宴
・
新
婚
旅
行
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
神
前
結
婚
式
は
、
こ
の
明
治
三
三
年
の
皇
太
子

結
婚
の
際
の
賢
所
大
前
（
成
婚
礼
）
の
儀
が
神
前
で
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
比
谷
大

神
宮
が
一
般
の
人
々
に
向
け
た
神
前
結
婚
式
を
行
い
、
そ
れ
が
全
国
へ
の
神
社
へ
と
普

及
し
神
社
で
の
結
婚
式
が
増
え
、
神
前
結
婚
式
が
日
本
の
結
婚
式
の
代
表
的
な
ス
タ
イ

ル
と
な
っ
た
と
い
う（
（8
（

。
結
婚
式
よ
り
八
年
後
、
明
治
四
一
年
一
二
月
一
一
日
付
け
の
朝

日
新
聞
に
は
「
神
前
結
婚
の
繁
昌
」
と
し
て
神
前
結
婚
の
様
子
を
記
載
し
て
い
る（
（8
（

【
史
料
10
】

　
　
　

神
前
結
婚
の
繁
昌　

　

�　

従
来
中
流
以
上
の
婚
礼
は
自
宅
の
狭
隘
な
向
で
は
料
理
店
に
持
ち
込
み
式
と
宴
会

と
を
兼
行
ふ
も
の
が
多
か
っ
た　

然
る
に
近
頃
は
式
だ
け
を
神
前
で
執
行
し
婚
礼
の

神
聖
を
有
た
し
め
ん
と
す
る
の
で
例
の
日
比
谷
大
神
宮
始
め
神
田
明
神
、日
枝
神
社
、

麻
布
笄
町
の
出
雲
大
社
支
社
其
他
各
神
社
等
に
神
前
結
婚
を
行
ふ
者
益
々
多
く
な
っ

て
来
た
（
中
略
）
先
づ
此
の
方
法
の
元
祖
と
も
い
ふ
べ
き
日
比
谷
の
大
神
宮
即
ち
神

宮
奉
斎
会
に
於
て
聞
く
に
同
会
は
明
治
三
四
年
始
め
て
政
府
の
許
可
を
得
て
婚
礼
式

の
依
頼
に
応
ず
る
こ
と
に
な
っ
た　

其
の
式
は
畏
け
れ
ど
皇
太
子
殿
下
御
慶
事
の
御

式
に
則
り
夫
れ
に
古
典
を
参
酌
し
て
定
め
た
も
の
（
後
略
）

32



そ
の
後
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
四
月
一
八
日
に
も
神
前
結
婚
の
隆
盛
ぶ
り
が
伝
え

ら
れ（
（8
（

、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
一
二
月
二
四
日
に
は
明
治
神
宮
も
神
前
結
婚
を
始
め

よ
う
と
し
て
い
る
旨
が
報
道
さ
れ
て
い
る（
（8
（

。

　

披
露
宴
は
、
神
前
結
婚
式
が
流
行
り
始
め
た
頃
か
ら
し
ば
ら
く
は
座
敷
で
和
食
形
式

が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
高
度
成
長
期
頃
よ
り
テ
ー
ブ
ル
で
洋
食
の
方
式
も
増
加

し
て
き
た
。ま
さ
に
宮
中
晩
餐
会
の
模
倣
で
あ
る
。洋
食
化
に
伴
い
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー

キ
入
刀
式
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
で
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
入
刀
式
流�

行
の
発
端
は
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
の
石
原
裕
次
郎
の
結
婚
式
で
、
高
さ
一
メ
ー

ト
ル
に
も
お
よ
ぶ
九
段
重
ね
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
が
メ
デ
ィ
ア
で
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
た
こ
と
と
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
生
ま
れ
て
き
た
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世

代
」
が
結
婚
年
齢
に
達
し
た
こ
と
が
重
な
り
、
一
九
七
〇
年
～
一
九
八
〇
年
代
に
か
け

て
本
格
的
に
普
及
し
た
と
い
う（
（8
（

。
し
か
し
そ
れ
を
遡
る
こ
と
お
よ
そ
六
〇
年
前
の
皇
太

子
の
結
婚
式
で
も
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
前
述

の
【
史
料
３
】
よ
り
あ
き
ら
か
に
な
る
。
史
料
中
で
は
取
り
消
し
線
が
引
か
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
披
露
宴
で
の
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

ケ
ー
キ
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
の
起
源
に
は
諸
説
あ
る

が
、
一
八
五
八
年
イ
ギ
リ
ス
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
第
一
王
女
の
結
婚
式
に
三
段
重

ね
の
ケ
ー
キ
が
登
場
し
た
こ
と
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
イ
ギ
リ
ス
ス
タ
イ

ル
の
皇
室
へ
の
導
入
が
垣
間
見
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
結
婚
式
が
皇
室
の
み
な
ら
ず
一
般
国
民
へ
与
え
た
影
響
は
大
き

か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

近
代
国
家
を
目
指
す
日
本
皇
室
の
次
代
を
担
う
皇
太
子
の
結
婚
に
は
、
今
後
の
国
の

方
向
性
を
決
定
す
る
「
形
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

　

伊
藤
博
文
肝
煎
り
の
「
皇
室
婚
嫁
令
」
に
基
づ
く
婚
礼
儀
礼
で
は
宮
中
三
殿
へ
の
御

拝
以
外
の
行
為
は
、
馬
車
に
大
礼
服
と
い
う
西
欧
式
が
デ
フ
ォ
ル
ト
と
な
っ
た
。
そ
れ

に
伴
い
付
随
す
る
婚
礼
道
具
類
も
西
欧
化
さ
れ
た
。
宮
中
の
前
例
は
大
き
く
覆
さ
れ
西

欧
化
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
新
た
な
皇
室
の
伝
統
と
な
り
、
現

在
に
至
る
ま
で
こ
の
「
形
」
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　

皇
太
子
・
皇
太
子
妃
は
二
人
揃
っ
て
洋
装
で
馬
車
に
乗
り
、
手
を
携
え
て
式
典
会
場

に
登
場
し
た
。
二
人
の
新
居
と
な
る
予
定
で
建
築
さ
れ
た
赤
坂
離
宮
東
宮
御
所
（
現
迎

賓
館
）
は
左
右
対
称
の
平
面
設
計
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
正
面
玄
関
に
向
か
っ
て
左
側

（
東
側
）
に
皇
太
子
用
の
部
屋
が
並
び
、
右
側
（
西
側
）
に
は
同
じ
よ
う
に
皇
太
子
妃

の
部
屋
が
配
さ
れ
て
い
る
。
皇
太
子
と
皇
太
子
妃
が
同
等
の
部
屋
を
有
す
る
、
つ
ま
り

二
人
は
同
等
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
小
沢
朝
江
は
「
東
宮
御
所
の

平
面
は
、
単
な
る
西
欧
の
宮
殿
建
築
の
模
倣
で
は
な
く
、
近
代
に
お
け
る
皇
室
の
変
化

を
背
負
っ
て
生
ま
れ
た
」
と
評
価
す
る（
（9
（

。
残
念
な
が
ら
皇
太
子
と
節
子
妃
は
こ
の
同
等

の
平
面
空
間
を
有
す
る
東
宮
御
所
に
居
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
次
の
皇
太
子
で
あ

る
裕
仁
親
王
と
良
子
妃
が
更
な
る
近
代
化
を
纏
っ
て
新
婚
生
活
を
送
る
こ
と
と
な
る
の

で
あ
る
。

　

婚
礼
後
の
明
治
三
三
年
一
一
月
九
日
に
皇
后
は
、
所
持
の
装
飾
品
の
中
、
以
下
の

一
〇
点
を
世
襲
品
と
定
め
た
。
金
剛
石
及
金
剛
石
星
九
個
添
御
冠
一
個
・
金
剛
石
三
条

御
頸
飾
一
個
・
真
珠
四
条
御
頸
飾
一
個
・
金
剛
石
及
黒
真
珠
入
御
腕
輪
一
個
・
金
剛
石

御
腕
輪
一
個
・
金
剛
石
及
サ
フ
ァ
イ
ヤ
エ
メ
ラ
ル
ド
入
御
腕
輪
一
個
・
金
剛
石
及
真
珠

六
個
入
御
胸
飾
一
個
・
金
剛
石
及
サ
フ
ァ
イ
ヤ
入
半
月
形
御
胸
飾
一
個
・
金
剛
石
及
黒

真
珠
ル
ビ
ー
入
飾
付
御
扇
子
一
個
・
金
剛
石
入
碇
形
御
胸
飾
一
個
で
あ
る（
（9
（

。
こ
の
う
ち

「
金
剛
石
及
金
剛
石
星
九
個
添
御
冠
」「
金
剛
石
三
条
御
頸
飾
」「
金
剛
石
及
サ
フ
ァ
イ

ヤ
入
半
月
形
御
胸
飾
一
個
」
は
明
治
二
〇
年
皇
后
が
初
め
て
マ
ン
ト
・
ド
・
ク
ー
ル
を

着
装
し
た
際
に
装
飾
し
て
い
た
、ド
イ
ツ
購
入
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。世
襲
品
と
な
っ

た
装
飾
品
は
そ
の
後
も
歴
代
の
皇
后
に
受
け
継
が
れ
、
令
和
の
即
位
式
に
も
使
用
さ
れ

た（
（9
（

。
こ
の
装
飾
品
を
世
襲
制
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
松
居
宏
枝
は
「
テ
ィ
ア
ラ
は
単
な

る
宝
飾
品
で
は
な
く
、
欧
州
の
君
主
ら
が
用
い
る
ク
ラ
ウ
ン
（
王
冠
あ
る
い
は
帝
冠
と

も
）
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、
最
高
位
の
女
性
に
付
随
す
る
権
威
の
象
徴
と
し
て
用
い

ら
れ
た
」
と
し
て
い
る（
（9
（

。
皇
后
は
自
身
の
継
承
者
が
出
来
た
こ
と
で
、
皇
后
と
し
て
の

権
威
の
象
徴
を
護
り
受
け
継
ぐ
も
の
と
規
定
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か（
（9
（

。
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こ
の
西
欧
化
さ
れ
た
結
婚
式
の
「
形
」
は
皇
室
の
み
な
ら
ず
一
般
国
民
へ
も
広
く
伝

播
し
て
い
く
。
神
前
結
婚
式
・（
洋
食
に
よ
る
）
披
露
宴
・（
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
）・

引
出
物
・
新
婚
旅
行
は
こ
の
皇
太
子
の
結
婚
式
が
淵
源
と
な
る
。
皇
室
が
受
け
入
れ
た

西
欧
が
一
般
へ
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
結
婚
式
は
広
く
公
開
さ
れ
た
式
典
で
も
あ
っ
た
。
馬
車
の
車
列
を
見
る

た
め
に
人
々
は
殺
到
し
た
。
鹵
簿
の
写
真
撮
影
も
許
可
さ
れ
た
。
こ
れ
も
現
在
に
繋
が

る
光
景
で
あ
る
。
祝
福
を
希
望
す
る
国
民
か
ら
の
御
祝
品
も
受
納
さ
れ
た
。
そ
の
中
で

も
っ
と
も
大
き
な
御
祝
品
は
美
術
館
で
あ
ろ
う
。
成
婚
を
奉
祝
し
東
京
市
中
に
美
術
館

を
建
設
し
て
献
納
す
る
す
る
た
め
に
渋
沢
栄
一
・
東
京
府
知
事
千
家
尊
福
な
ど
を
中

心
と
し
た
東
宮
御
慶
事
奉
祝
会
が
結
成
さ
れ
た
。
賛
同
者
は
二
三
、九
一
七
人
に
上
り
、

四
〇
八
、五
〇
一
円
の
寄
付
金
が
集
ま
っ
た
。
設
置
場
所
は
上
野
公
園
内
、
設
計
は
東

宮
御
所
と
同
じ
片
山
東
熊
に
依
頼
さ
れ
た
。
明
治
四
一
年
九
月
に
竣
工
し
た
美
術
館
は

表
慶
館
と
命
名
さ
れ
、
東
京
帝
室
博
物
館
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た（
（9
（

。
そ
し
て
現
在

も
そ
の
美
し
い
姿
を
東
京
国
立
博
物
館
に
留
め
て
い
る
。

　

皇
太
子
嘉
仁
親
王
・
節
子
妃
の
結
婚
は
現
在
の
皇
室
と
我
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
の
で
あ
る
。
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香
川
擴
一
、
香
川
和
敬
、
田
中
潤
、

千
葉
功
、
戸
矢
浩
子
、
那
須
香
織
、
吉
原
康
和

一
般
社
団
法
人
霞
会
館
、
学
習
院
大
学
文
学
部
史
学
科
、
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
、
国

立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室

本
研
究
は JSPS 

科
研
費　

JP20K
00175 

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

註（
１
）	

長
佐
古
美
奈
子
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察
そ
の
（
一
）
─
現
在
に
続

く
イ
ギ
リ
ス
風
の
導
入
─
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
二
六
号
、

二
〇
二
〇
）
長
佐
古
美
奈
子
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察
そ
の
（
二
）
─
明

治
二
二
年
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
式
の
諸
様
相
─
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀

要
』
第
二
七
号
、
二
〇
二
一
）
長
佐
古
美
奈
子
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察

そ
の
（
三
）
─
大
婚
二
五
年
記
念
祝
典
・
皇
后
の
活
躍
─
」（『
学
習
院
大
学
史

料
館
紀
要
』
第
二
八
号
、
二
〇
二
二
）

（
２
）	

所 

功
『
皇
室
の
伝
統
と
日
本
文
化
』（
学
校
法
人 

広
池
学
園
出
版
部
、

一
九
九
六
）
一
八
二
頁
。

（
３
）	

前
掲
書
、
一
八
四
頁
。

（
４
）	

史
料
の
閲
覧
に
際
し
て
は
学
習
院
大
学
文
学
部
史
学
科
千
葉
功
教
授
と
史
学
科

研
究
室
に
ご
高
配
を
賜
っ
た
。

（
５
）	

石
井
裕
「
宮
内
省
時
代
の
香
川
志
保
子
」
一
〜
一
六
頁
。

（
６
）	

上
野
秀
治
「
欧
州
留
学
中
の
香
川
志
保
子
宛　

父
香
川
敬
三
書
簡
（
四
）」

三
九
〜
五
一
頁
。

（
７
）	

『
明
治
天
皇
紀
』
巻
九　

明
治
三
二
年
三
月
二
二
日
条
（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
九
、
以
下
『
明
治
天
皇
紀
』
と
略
）
六
一
三
頁
他
。
明
治
神
宮
監
修

『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
下
巻　

明
治
三
二
年
一
二
月
一
九
日
条
（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
四
、
以
下
『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
と
略
）、
五
二
頁
他
。
岩
壁
義
光
監

修
『
大
正
天
皇
実
録
』
第
一
巻　

明
治
三
三
年
二
月
一
一
日
条
（
ゆ
ま
に
書
房
、

二
〇
一
六
、
以
下
『
大
正
天
皇
実
録
』
と
略
）　

五
七
三
頁
他
。

（
８
）	

上
野
秀
治
「
明
治
期
に
お
け
る
東
宮
妃
選
定
問
題
」（『
史
料
』
皇
學
館
大
學
史

料
編
纂
所
報
第
一
一
五
号
、
一
九
九
一
）「
続
・
明
治
期
に
お
け
る
東
宮
妃
選

定
問
題
」（『
史
料
』
皇
學
館
大
學
史
料
編
纂
所
報
第
一
二
一
号
、
一
九
九
二
）

（
９
）	
学
習
院
大
学
文
学
部
史
学
科
所
蔵
「
香
川
家
史
料
」（
以
下
香
川
家
史
料
と
略
）

6354
～6357

、20048

、6300

、23777

、20098

、20060

、19799

（
10
）	

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
御
慶
事
録
〇
一
～
二
〇　

明
治
三
三
年
」（
識
別

番
号30250
〜30270

）（
以
下
所
蔵
館
名
略
）
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
皇

34



（
24
）	

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
用
度
録
二　

明
治
三
三
年　

調
度
寮
」（
識
別
番

号830-2

）（
以
下
所
蔵
館
名
略
）

	

中
山
千
代
『
日
本
婦
人
洋
装
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
）
三
〇
九
頁
。

（
25
）	

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
皇
太
子
殿
下
御
婚
儀
書
類
一　

明
治
三
二
・
三
三

御
慶
事
ニ
付
九
条
家
ヨ
リ
御
依
頼
ニ
関
ス
ル
書
類
」（
識
別
番
号71691

）（
以

下
所
蔵
館
名
略
）。
そ
の
ほ
か
同
館
蔵
「
御
用
度
録
」（
識
別
番
号830-1

）（
以

下
所
蔵
館
名
略
）
な
ど
に
も
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。

（
26
）	

「
藤
花
紋
蒔
絵
貝
桶　

英
照
皇
太
后
所
用
」（『
華
ひ
ら
く
皇
室
文
化
』
青
幻
社
、

二
〇
一
八
）
三
六
頁
。

（
27
）	

『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』　

明
治
六
年
三
月
二
日
条　

八
〇
頁
。

（
28
）	

御
爪
箱
に
つ
い
て
は
、
徳
仁
親
王
「
御
爪
箱
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
レ
タ
ー
№
３
』
二
〇
〇
七
）
二
頁
参
照
の
こ
と
。

（
29
）	

長
佐
古
美
奈
子「
爪
を
切
る
こ
と
遺
す
こ
と
─
浄
観
院
墓
の
出
土
品
を
事
例
に
」

（『
東
叡
山
寛
永
寺
徳
川
将
軍
家
御
裏
方
霊
廟
』
寛
永
寺
谷
中
徳
川
家
近
世
墓
所

調
査
団
編　

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
）
三
分
冊
第
一
章
第
四
節
。

（
30
）	

佐
野
浩
三
「
神
戸
洋
家
具
産
業
の
発
祥
過
程
と
産
業
化
の
特
徴
」（『
芸
術
工
学

会
誌
』
七
三
、二
〇
一
七
）
六
一
頁
。

（
31
）	

大
井
純
一
「
上
野
栄
三
郎
の
生
涯
：
実
業
の
世
界
に
乗
り
出
し
た
同
志
社
寺
町

時
代
の
学
生
」（『
新
島
研
究
』
一
〇
六　

同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
一
五
）

	

こ
の
時
期
の
「
御
用
度
録
」「
用
度
録
」
に
は
「
西
洋
家
具
室
内
装
飾
指
物
製

作
仲
井
和
助
」「
欧
風
室
内
装
飾
師
小
林
茂
助
」
な
ど
西
洋
家
具
装
飾
を
手
掛

け
る
業
者
が
多
く
宮
内
省
に
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
出
来
る
（
識
別
番

号21944-2

他
）。

（
32
）	
前
掲
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察
そ
の
（
二
）
─
明
治
二
二
年
大
日
本
帝
国

憲
法
発
布
式
の
諸
様
相
─
」
註
四
六
。

（
33
）	

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
皇
太
子
並
同
妃
両
殿
下
御
服
御
調
度
類
図
二　

明

治
度　

皇
太
子
妃
殿
下
御
道
具
」（
識
別
番
号83442

）「
皇
太
子
並
同
妃
両
殿

下
御
服
御
調
度
類
図
一　

明
治
度　

皇
太
子
妃
殿
下
御
道
具
一
」（
識
別
番
号

室
婚
嫁
令
正
本
付
属
書
類　

明
治
三
三
年
」（
識
別
番
号26351

）。
こ
の
ほ
か

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
長
崎
省
吾
関
係
文
書136-2

「〔
横
文
原
稿　

第
一
〇
号　

フ
ォ
ン
、
モ
ー
ル
氏
意
見　

他
〕
フ
ォ
ン
、
モ
ー
ル
氏
意
見　

東

宮
御
結
婚
式
」（
以
下
所
蔵
館
名
略
）
な
ど
以
前
に
収
集
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

（
11
）	
『
明
治
天
皇
紀
』
巻
九　

明
治
三
二
年
八
月
二
四
日
条
、
六
九
五
頁
。

	

（
同
令
成
文
は
国
立
公
文
書
館
「
皇
室
婚
嫁
令
」U

RI 

： https://w
w
w
.

digital.archives.go.jp/im
g.pdf/1750472

）

	

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
皇
室
婚
嫁
令
正
本
付
属
書
類　

明
治
三
三
年
」（
識

別
番
号26351
）

（
12
）	

前
掲
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察
そ
の
（
二
）
─
明
治
二
二
年
大
日
本
帝
国

憲
法
発
布
式
の
諸
様
相
─
」
二
一
頁
。

（
13
）	

香
川
家
史
料21329

（
14
）	

香
川
家
史
料6356

（
15
）	

そ
の
ほ
か 

明
治
三
二
年
一
二
月
一
九
日
に
節
子
初
参
内
し
天
皇
・
皇
后
に
対

面
し
た
際
に
は
御
用
掛
の
香
川
志
保
子
が
随
行
し
て
い
る
（
宮
内
庁
宮
内
公
文

書
館
蔵
「
東
宮
御
婚
儀
録
六
」（
識
別
番
号592-6
）（
以
下
所
蔵
館
名
略
）

（
16
）	

香
川
家
史
料17904

（
17
）	

香
川
家
史
料17539

「
皇
太
子
殿
下
御
婚
儀
ニ
関
ス
ル
次
第
取
調
案
」

（
18
）	

宝
冠
章
は
婦
人
の
勲
労
あ
る
者
に
対
す
る
勲
章
と
し
て
明
治
二
一
年
勅
令
第
一

号
（
宝
冠
章
及
大
勲
位
菊
花
章
頸
飾
ニ
関
ス
ル
件
）
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。

（
19
）	

『
大
正
天
皇
実
録
』
明
治
三
三
年
五
月
九
日
条　

五
八
二
頁
。

（
20
）	

平
山
晋
『
明
治
勲
章
大
図
鑑
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
五
）
一
三
五
頁
。

（
21
）	

こ
の
洋
装
準
備
と
写
真
撮
影
に
つ
い
て
は
本
紙
掲
載
の
石
井
裕
論
考
「
宮
内
省

時
代
の
香
川
志
保
子
」
が
詳
細
を
記
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
も
併
せ
て
ご
参

照
い
た
だ
き
た
い
。
一
〜
一
六
頁
。

（
22
）	

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
東
宮
御
婚
儀
録
八
」（
識
別
番
号592-8

）（
以
下

所
蔵
館
名
略
）

（
23
）	

前
掲
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察
そ
の
（
二
）
─
明
治
二
二
年
大
日
本
帝
国

憲
法
発
布
式
の
諸
様
相
─
」
二
一
頁
。

35

宮中晩餐会の歴史的考察その（四）　─明治三三年皇太子結婚から見る西欧化─



同
町
三
町
目
十
番
地
角
を
左
へ
、
同
十
三
番
地
角
を
右
へ
堀
端
新
道
葵
坂
を
下

り
左
へ
虎
ノ
門
を
入
り
外
務
省
前
通
桜
田
門
を
入
り
宮
城
正
門
に
至
る
コ
ー
ス

で
あ
っ
た
。

（
45
）	

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
明
治
三
三
年
五
月
一
一
日
朝
刊

（
46
）	

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
皇
太
子
殿
下
御
婚
儀
書
類
四　

明
治
三
二
・
三
三
」

（
識
別
番
号71694

）

（
47
）	

「
東
宮
御
婚
儀
録
七
」（
識
別
番
号592-7

）

（
48
）	

『
日
本
人
名
大
辞
典
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
一
）

（
49
）	

「
用
度
録
一　

明
治
三
三
年　

調
度
寮
」（
識
別
番
号830-1

）

（
50
）	

「
東
宮
御
婚
儀
録
七
」（
識
別
番
号592-7

）

（
51
）	

学
習
院
大
学
史
料
館
蔵
山
尾
家
史
料
№200-117

（
52
）	

「
東
宮
御
婚
儀
録
七
」（
識
別
番
号592-7

）

（
53
）	

千
種
の
間
の
天
皇
・
皇
后
、
皇
太
子
・
同
妃
、
皇
族
は
着
席
。

（
54
）	

香
川
家
史
料17903

	

　
（
前
略
）

	

　

午
後
六
時
三
十
分

	

　
　

豊
明
殿
ニ
於
テ
輔
宴
ヲ
賜
フ

	

　
　
　

但　

夜
会
ノ
称
ヲ
止
メ
輔
宴
又
ハ
立
食
カ
祝
酒
ト
ス
ル
カ

	

　

右
注
記
仕
候
間
会
議
節
御
参
考
ニ
供
シ
候　

夜
ニ
入
ざ
る
内
ニ

	

　

皇
太
子
還
啓
ノ
御
都
合
ニ
呉
々
御
取
調
願
度
候

（
55
）	

香
川
家
史
料19787

「
皇
太
子
殿
下
御
婚
儀
ニ
関
ス
ル
次
取
調
案
」
は
か
な
り

早
い
段
階
で
の
儀
式
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
史
料
と
思
わ
れ
る
。【
史
料
１
】

と
同
様
、
内
定
直
後
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
56
）	

「
東
宮
御
婚
儀
録
八
」（
識
別
番
号592-8

）

（
57
）	

長
佐
古
美
奈
子
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察-

現
在
に
続
く
イ
ギ
リ
ス
風
の

導
入
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
二
六
号　

二
〇
二
〇
）
三
三
頁
。

（
58
）	
「
用
度
録
一　

明
治
三
三
年　

調
度
寮
」（
識
別
番
号830-1

）

（
59
）	

前
掲
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察
そ
の
（
二
）
─
明
治
二
二
年
大
日
本
帝
国

憲
法
発
布
式
の
諸
様
相
─
」
二
四
頁
。

83441

）（
以
下
所
蔵
館
名
略
）

	

作
者
に
つ
い
て
の
情
報
は
「
用
度
録
二　

明
治
三
三
年　

調
度
寮
」（
識
別
番

号830-2

）
よ
り
。
な
お
、
例
え
ば
小
島
が
担
当
し
た
洗
面
道
具
画
に
は
金
粉

五
分
を
使
用
し
た
（
一
分
に
つ
き
六
二
銭
）。
全
体
の
画
工
料
は
六
四
八
円
で

あ
っ
た
（
識
別
番
号830-1

）。

（
34
）	
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
用
度
録
三　

明
治
三
三
年　

調
度
寮
」（
識
別
番

号830-3
）

（
35
）	

荒
川
正
明
『
神
業
ニ
ッ
ポ
ン
明
治
の
や
き
も
の　

幻
の
横
浜
焼
・
東
京
焼
』（
神

奈
川
新
聞
社
、
二
〇
一
九
）
一
二
二
頁
。

（
36
）	

香
川
家
史
料17908

（
37
）	

「
用
度
録
一　

明
治
三
三
年　

調
度
寮
」（
識
別
番
号830-1

）

（
38
）	

香
川
家
史
料17915

	

　
（
前
略
）

	

　

大
礼
服
着
用
御
行
列
ニ
立
候
人
、
如
何
可
然
候
哉
、

	

　

弥
右
之
内
ゟ
御
行
列
ニ
召
加
候
事
ナ
レ
ハ
大
礼
服
新
調
之
必
要
有
之
候
事
、

	

　

但
シ
前
以
東
宮
大
夫
ゟ
同
人
等
へ
打
合
相
定
メ
置
度
ト
存
候
事

	

　

大
礼
服
着
用
供
奉
人
之
内
、
一
人
ハ
香
川
志
保
子
相
加
候
方
如
何
哉
之
事
、

	

　

但
香
川
志
保
子
ハ
御
當
朝
九
條
家
へ
行
向
御
服
等
取
扱
可
申
付
哉
ニ
存
候
事

（
39
）	

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
東
宮
御
婚
儀
録
七
」（
識
別
番
号592-7

）（
以
下

所
蔵
館
名
略
）

（
40
）	

「
東
宮
御
婚
儀
録
七
」（
識
別
番
号592-7

）、
東
京
朝
日
新
聞　

明
治
三
三
年

五
月
一
一
日
朝
刊
、『
風
俗
画
報　

臨
時
増
刊　

第
二
一
一
号
』（
東
陽
堂
、

一
九
〇
〇
）
他
。

（
41
）	

『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
三
年
五
月
一
一
日
朝
刊

（
42
）	

「
東
宮
御
婚
儀
録
六
」（
識
別
番
号592-6

）

（
43
）	

白
幡
洋
三
郎
「
旅
行
の
産
業
化
─
喜
賓
会
か
ら
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・

ビ
ュ
ー
ロ
ー
へ
─
」（『
技
術
と
文
明
』
二
巻
一
号
、
日
本
産
業
技
術
史
学
会
、

一
九
八
五
）
八
三
頁
。

（
44
）	

道
筋
は
東
宮
御
所
よ
り
青
山
通
新
道
を
下
り
田
町
一
丁
目
角
を
右
へ
、
田
町
通

36



明
治
三
二
・
三
三 

」（
識
別
番
号71694

）

（
72
）	

「
東
宮
御
婚
儀
録
七
」（
識
別
番
号592-7

）
こ
こ
で
の
総
計
は
二
、五
一
二
個
で

あ
る
。

（
73
）	

前
掲
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察
そ
の
（
三
）
─
大
婚
二
五
年
記
念
祝
典
・

皇
后
の
活
躍
─
」
一
四
頁
。

（
74
）	

「
秋
山
徳
蔵
メ
ニ
ュ
ー
カ
ー
ド
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
：
２
０
１
５
年
企
画
展
示
会

資
料
」
そ
の
他
別
冊
③
82
（
味
の
素
食
の
文
化
セ
ン
タ
ー
食
の
文
化
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
二
〇
一
五
）

（
75
）	

「
東
宮
御
婚
儀
録
六
」（
識
別
番
号592-6

）

（
76
）	

「
東
宮
御
婚
儀
録
六
」（
識
別
番
号592-6

）

（
77
）	

前
掲
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察
そ
の
（
三
）
─
大
婚
二
五
年
記
念
祝
典
・

皇
后
の
活
躍
─
」
一
二
頁
。
長
佐
古
美
奈
子
『
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
と
近
代
皇
室

文
化
』（
え
に
し
書
房
、
二
〇
一
五
）
一
一
〇
頁
。

（
78
）	

「
用
度
録
一　

明
治
三
三
年　

調
度
寮
」（
識
別
番
号830-1

）

（
79
）	

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
皇
太
子
殿
下
御
結
婚
録　

明
治
三
三
年
」（
識
別

番
号9043

）

（
80
）	

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

	

ご
親
書
・
ご
親
電
─
宮
内
庁
（kunaicho.go.jp

）

	

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
一
月
三
日
閲
覧
。

（
81
）	

『
風
俗
画
報　

第
一
三
五
号
』（
東
陽
堂
、
一
八
九
七
）
に
は
「
御
親
電　

皇
太

后
陛
下
崩
御
に
付
て
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
嘆
き
は
今
更
拝
察
し
奉
る
も
い

と
畏
し　

左
る
か
中
に
も
国
務
と
外
交
と
に
大
御
心
を
寄
せ
さ
せ
給
ひ
十
二
日

は
各
国
帝
室
に
対
し
一
々
御
凶
事
の
御
親
電
を
発
し
さ
せ
給
へ
る
よ
し
仄
か
に

承
り
ぬ
」
と
あ
る
。

（
82
）	
前
掲
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察
そ
の
（
三
）
─
大
婚
二
五
年
記
念
祝
典
・

皇
后
の
活
躍
─
」
一
三
頁
。

（
83
）	

皇
太
子
徳
仁
親
王
・
雅
子
妃
の
結
婚
の
際
に
は
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
六
月

九
日
の
結
婚
の
儀
の
後
、
六
月
二
五
日
に
伊
勢
神
宮
と
神
武
天
皇
山
陵
に
参
拝

し
結
婚
の
奉
告
を
す
る
神
宮
に
謁
す
る
の
儀
が
行
わ
れ
た
。

	

新
宿
歴
史
博
物
館
開
館
三
十
周
年
記
念
特
別
展
『
新
宿
御
苑
─
皇
室
庭
園
の
時

代
』（
二
〇
一
八
）
四
八
頁
。

（
60
）	

前
掲
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察
そ
の
（
三
）
─
大
婚
二
五
年
記
念
祝
典
・

皇
后
の
活
躍
─
」
一
〇
頁
。

（
61
）	
こ
の
時
点
で
は
一
五
〇
〇
名
分
の
発
注
で
あ
っ
た
。「
用
度
録
一　

明
治
三
三

年　

調
度
寮
」（
識
別
番
号830-1

）

（
62
）	

「
用
度
録
一　

明
治
三
三
年　

調
度
寮
」（
識
別
番
号830-1

）

	

そ
の
後
明
治
三
三
年
四
月
に
宮
川
長
右
衛
門
に
一
五
〇
個
、
五
月
に
は
さ
ら
に

一
〇
〇
個
、
小
筆
善
大
夫
に
一
五
〇
個
と
二
〇
〇
個
の
追
加
発
注
が
な
さ
れ

た
。（
識
別
番
号830-1
）
そ
の
後
さ
ら
に
宮
川
と
小
筆
に
五
〇
個
ず
つ
と
大
関

に
三
〇
個
が
再
追
加
発
注
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
史
料
時
点
で
は
計
二
、二
三
〇

個
で
あ
る
が
、
註
68
で
は
二
、四
一
六
個
と
な
っ
て
い
る
。

（
63
）	

「
皇
太
子
殿
下
御
婚
儀
書
類
二　

明
治
三
二
・
三
三
」（
識
別
番
号71692

）

（
64
）	

「
用
度
録
二　

明
治
三
三
年　

調
度
寮
」（
識
別
番
号830-2

）

（
65
）	

『
国
史
大
辞
典
』
巻
四
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
）
明
治
39
年
、
帝
室
技
芸

員
任
命
。
神
坂
雪
佳
は
明
治
二
三
年
に
岸
光
景
の
門
下
生
と
な
っ
て
い
る
。

（
66
）	

長
佐
古
美
奈
子
「
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
が
紡
ぐ
物
語
」（『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
レ
タ
ー
』

№
四
六
、二
〇
二
一
）
四
頁
。
前
掲
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察
そ
の
（
三
）

─
大
婚
二
五
年
記
念
祝
典
・
皇
后
の
活
躍
─
」
一
二
頁
。

（
67
）	

「
東
宮
御
婚
儀
録
八
」（
識
別
番
号592-8

）

	

前
稿
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察
そ
の
（
三
）
─
大
婚
二
五
年
記
念
祝
典
・

皇
后
の
活
躍
─
」
で
詳
述
し
た
明
治
二
七
年
の
大
婚
二
五
年
記
念
祝
典
の
際
の

ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
は
公
文
書
中
「
銀
製
菓
子
器
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

（
68
）	

「
東
宮
御
婚
儀
録
八
」（
識
別
番
号592-8

）

（
69
）	

学
習
院
大
学
史
料
館
収
蔵
勧
修
寺
寄
託
山
階
宮
家
史
料
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
№
26

（
70
）	

前
掲
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察
そ
の
（
二
）
─
明
治
二
二
年
大
日
本
帝

国
憲
法
発
布
式
の
諸
様
相
─
」
二
七
頁
。『
風
俗
画
報
』
七
一
号
（
東
陽
堂
、

一
八
九
四
）

（
71
）	

「
東
宮
御
婚
儀
録
七
」（
識
別
番
号592-7

）、「
皇
太
子
殿
下
御
婚
儀
書
類
四　
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（
93
）	

吉
原
康
和
『
歴
史
を
拓
い
た
明
治
の
ド
レ
ス
』（
株
式
会
社G.B

、
二
〇
二
二
）

五
四
頁
。

（
94
）	

吉
原
に
よ
れ
ば
、
世
襲
装
飾
品
は
明
治
天
皇
が
皇
后
に
お
貸
し
下
げ
に
な
っ
て

以
来
、
代
々
天
皇
が
皇
后
に
対
し
て
お
貸
し
下
げ
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
相
続

税
の
範
囲
外
の
も
の
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
『
歴
史
を
拓
い
た
明
治

の
ド
レ
ス
』
五
五
頁
。

（
95
）	

東
京
国
立
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

	

東
京
国
立
博
物
館
─
東
博
に
つ
い
て 

館
の
歴
史
８
．奉
献
美
術
館　

表
慶
館
の

開
館
（tnm

.jp

）

	

令
和
五
年
一
月
三
日
閲
覧
。

（
84
）	

『
風
俗
画
報　

臨
時
増
刊　

第
二
一
一
号
』（
東
陽
堂
、
一
九
〇
〇
）

（
85
）	

東
京
大
神
宮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

	

神
前
結
婚
式
─
東
京
大
神
宮
（tokyodaijingu.or.jp

）

	

令
和
五
年
一
月
三
日
閲
覧
。

（
86
）	
『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
四
一
年
一
二
月
一
一
日　

朝
刊

（
87
）	
『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
四
月
一
八
日　

朝
刊

	

　

�
大
神
宮
の
御
前
で
、
新
夫
婦
が
お
盃
を
し
て
、
芽
出
度
し
〳
〵
で
大
松
閣
へ

引
き
揚
げ
て
来
る
な
ど
は
、
い
く
ら
古
誌
を
調
べ
て
見
て
も
、
江
戸
時
代
に

は
無
か
っ
た
図
案
ら
し
い
。
本
来
萬
の
穢
を
拂
ひ
、
国
の
鎮
を
護
ら
せ
給
ふ

御
本
業
の
傍
に
、
葬
儀
屋
や
婚
礼
屋
の
御
開
店
は
、
何
事
も
二
十
世
紀
の
副

業
本
位
と
い
ふ
次
第
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
全
体
我
国
に
は
小
笠
原
流
の
嫁

迎
へ
の
式
と
云
ふ
の
が
古
く
か
ら
あ
る
。
藤
原
、
鎌
倉
時
代
か
ら
徳
川
時
代

に
及
ん
で
、
多
少
の
変
遷
は
あ
る
が
、
方
式
は
可
な
り
に
厳
粛
な
も
の
で
あ

る
。（
中
略
）
太
刀
、
馬
、
小
袖
抔
の
男
へ
の
結
納
が
、
カ
フ
ス
釦
抔
に
代
っ

た
今
日
、
江
戸
時
代
の
婚
礼
を
鑑
み
て
、
大
正
の
そ
れ
を
律
せ
ん
と
す
る
は
、

時
代
思
潮
の
推
移
を
わ
き
ま
へ
ざ
る
野
暮
の
骨
頂
で
あ
る
。

（
88
）	

『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
一
二
月
二
四
日　

朝
刊

	

　

�

明
治
神
宮
祭
が
済
む
と
直
ぐ
に
神
前
結
婚
を
申
出
た
も
の
が
あ
っ
た
が
、
社

務
所
で
は
設
備
が
無
い
と
い
ふ
の
で
拒
絶
し
て
仕
舞
っ
た
、
所
が
最
近
団
体

参
拝
者
が
多
い
の
で
神
楽
殿
で
も
造
っ
て
神
酒
で
も
上
げ
る
や
う
に
し
て
は

と
の
論
者
が
出
て
そ
れ
に
次
い
で
神
前
結
婚
も
神
楽
殿
で
行
ふ
や
う
に
し
た

ら
と
二
三
の
人
達
は
相
談
を
進
め
て
居
る
さ
う
だ
。

（
89
）	

鈴
木
絵
莉
那
「
日
本
に
お
け
る
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
の
定
着
と
発
展
」

（『PLU
S　

i

』
№
14　

神
奈
川
大
学
人
文
学
会
、
二
〇
一
八
）

（
90
）	

小
沢
朝
江
『
明
治
の
皇
室
建
築　

国
家
が
求
め
た
〈
和
風
〉
像
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
八
）
一
二
〇
頁
。

（
91
）	

『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
明
治
三
三
年
一
一
月
九
日
条

（
92
）	

前
掲
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察
そ
の
（
二
）
─
明
治
二
二
年
大
日
本
帝
国

憲
法
発
布
式
の
諸
様
相
─
」
二
〇
頁
。
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